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１ 学校法人名     工学院大学       ２ 大学名      工学院大学       

 

３ 研究組織名    エネルギー変換エコマテリアルセンター                  

 

４ プロジェクト所在地    〒１６３－８６７７ 東京都新宿区西新宿１－２４－２       

 

５ 研究プロジェクト名    エネルギー形態相互変換エコマテリアルの創製と応用     

 

６ 研究観点     研究拠点を形成する研究                            

 

７ 研究代表者 

研究代表者名 所属部局名 職名 

鷹野一朗 工学部電気システム工学科 教授 

 

８ プロジェクト参加研究者数  １２ 名 

 

９ 該当審査区分    理工・情報     生物・医歯     人文・社会  

 

１０ 研究プロジェクトに参加する主な研究者 
研究者名 所属・職名 プロジェクトでの研究課題 プロジェクトでの役割 

佐藤光史 

先 進 工 学

部 応 用 物

理学科・教

授 

<1-1>エコプロセスによる酸

化物薄膜太陽電池の形成Ⅰ 

エコプロセス太陽電池に

よる光→電気変換分野

への貢献 

永井裕己 

先 進 工 学

部 応 用 物

理学科・助

教 

<1-1-1>エコプロセスによる

酸化物薄膜太陽電池の形成

Ⅱ 

エコプロセス太陽電池に

よる光→電気変換分野

への貢献 

本田 徹 

先 進 工 学

部 応 用 物

理学科・教

授 

<1-2>窒化ガリウム系材料を

用いた近紫外高効率発光素

子の実現 

新規発光デバイスによ

る電気→光変換の確立 

坂本哲夫 

先 進 工 学

部 応 用 物

理学科・教

授 

<1-3>エレクトロスプレー堆積

法の開発と有機 EL・有機薄

膜太陽電池への応用 

新規有機太陽電池の確

立による電気⇔光変換

分野への貢献 

桑折 仁 

先 進 工 学

部 環 境 化

学科・准教

授 

<2-1>ナノレベル制御による

高効率熱電変換素子の開発 

新規熱電素子の開発に

よる熱→電気変換の確

立 

阿相英孝 先 進 工 学 <3-1>構造規制材料を利用し ナノ構造制御による容
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部 応 用 化

学科・准教

授 

た高容量次世代コンデンサ

陽極材料の開発 

量改善と化学⇔電気変

換分野への貢献 

大倉利典 

先 進 工 学

部 応 用 化

学科・教授 

<3-2>電池構成材料としての

新規固体電解質（超イオン伝

導体）の開発 

新規イオン伝導体の開

発による化学→電気変

換の確立 

小野幸子 

工 学 院 大

学・客員研

究員 

<3-3>高特性蓄電デバイス

開発のための高誘電率酸化

物薄膜の創製 

ナノ構造制御による蓄

電効率改善と化学⇔電

気変換の確立 

長本英俊 

工 学 院 大

学・客員研

究員 

<3-4>中温作動固体酸化物

燃料電池電極の微構造制御 

燃料電池電極構造制御

による化学→電気変換

分野への貢献 

鷹野一朗 

工 学 部 電

気システム

工学科・教

授 

<4-1>界面技術を用いたエコ

マテリアルデバイスの創製 

各デバイスとエコマテリ

アル基板を利用した新

規デバイスの構築 

矢ヶ﨑隆義 

先 進 工 学

部 環 境 化

学科・教授 

<4-2>薄膜技術を用いた電

気・電子用エコマテリアルデ

バイスの創製 

イオンと薄膜技術を用い

たエコマテリアルデバイ

スの構築 

馬場則男 

情 報 学 部

コ ン ピ ュ 

ー タ 科 学

科・教授 

<4-3>基板界面におけるナノ

構造の解析 

各デバイスの構造解析

によるエコマテリアルデ

バイス全体への貢献 

（共同研究機関等） 

 
   

    

 

＜研究者の変更状況（研究代表者を含む）＞ 

旧 

ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄでの研究課題 所属・職名 研究者氏名 プロジェクトでの役割 

    

（変更の時期：平成 27 年 4 月 1 日） 

 

 

新 

変更前の所属・職名 変更（就任）後の所属・職名 研究者氏名 プロジェクトでの役割 

「エネルギー形態相

互変換エコマテリア

ルの創製と応用」プ

ロジェクト・PD 

先進工学部・応用物理学

科・助教 
永井裕己 

エコプロセス太陽電池

による光→電気変換

分野への貢献 

 

 

旧 
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ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄでの研究課題 所属・職名 研究者氏名 プロジェクトでの役割 

<3-3>高特性蓄電デバ

イス開発のための高誘

電率酸化物薄膜の創

製 

工学部応用化学

科・教授 
小野幸子 

ナノ構造制御による蓄

電効率改善と化学⇔電

気変換の確立 

（変更の時期：平成 27 年 3 月 31 日） 

 

 

新 

変更前の所属・職名 変更（就任）後の所属・職名 研究者氏名 プロジェクトでの役割 

工学部応用化学科・

教授 
工学院大学・客員研究員 小野幸子 

ナノ構造制御による

蓄電効率改善と化学

⇔電気変換の確立 

 

 

ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄでの研究課題 所属・職名 研究者氏名 プロジェクトでの役割 

<3-4>中温作動固体酸

化物燃料電池電極の

微構造制御 

工学部環境エネ

ル ギ ー 化 学 科 ・

教授 

長本英俊 

燃料電池電極構造制御

による化学→電気変換

分野への貢献 

（変更の時期：平成 27 年 3 月 31 日） 

 

 

新 

変更前の所属・職名 変更（就任）後の所属・職名 研究者氏名 プロジェクトでの役割 

工学部環境エネル

ギー化学科・教授 
工学院大学・客員研究員 長本英俊 

燃料電池電極構造制

御による化学→電気

変換分野への貢献 

 

 

１１ 研究の概要（※ 項目全体を１０枚以内で作成） 

（１）研究プロジェクトの目的・意義及び計画の概要 

＜研究プロジェクトの目的・意義＞ 

今日のような地球環境下において、有害物質を含まない材料、環境に負荷をかけずに作ら

れ処分できる材料、環境を浄化する材料、エネルギーを効率よく変換できる材料など、エコマ

テリアルはその重要性を増している。本プロジェクトでは、エコマテリアルを用いて、光と電

気、熱と電気、化学と電気といったエネルギー形態を相互変換するデバイスの創製を目的と

する。 

私たちの身の回りでは環境負荷の高い電気製品が未だに数多く使われているのが実状で

ある。そこで、既存の電気製品に使われているデバイスやそれを支える基板部分をエコマテ

リアルに置き換えることが将来的に重要であると考えた。これらに使用される部品にはエネル

ギー変換デバイスが多く使われており、対象となる材料は、金属、セラミックス、ガラス、有機

材料といった広範囲にわたり、様々な材料技術、薄膜・界面技術を駆使することが必要とな

る。本学は平成 9 年ハイテクリサーチセンター整備事業によるアドバンスト・マテリアルス・セ

ンター発足時から材料を主体とした研究を行ってきており、これらの技術展開に対する十分

な基盤を築いている。この分野を本学の研究基盤として充実させ、独自性を打ち出す意義は
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非常に大きく、本学の特色づくりと社会的な要請を満たすものである。また、環境関連の技術

拠点は、単に研究目的を成し遂げれば良いというものでなく、展示会や本学で実施されてい

る科学教室などを通して、そのプロセスを広く公表し社会の意識を高めることも重要な責務と

考えている。 

＜計画の概要＞ 

 本プロジェクトは電気エネルギーを基軸とした 4 テーマからなり、一般的なエネルギー変換

デバイスの代表格である太陽電池に限らず、電気製品に使われる蓄電池、コンデンサ、セン

サーなども含まれる。テーマ１ではエコマテリアルを用いた光⇔電気エネルギー相互変換デ

バイスを酸化物半導体や窒化物半導体、さらに有機物半導体を使うことによって実現しようと

考えている。テーマ 2 は熱⇔電気に関わる重要なエネルギー相互変換であり、材料の創製と

ともに新規の熱電気変換システムを提案する。テーマ 3 は化学エネルギー蓄積を重点におい

た化学⇔電気エネルギー相互変換デバイスについての研究を担当し、高性能コンデンサや

新規のイオン伝導体の開発を目指す。テーマ 4 ではデバイスを支える基板部分とデバイスと

の界面技術の構築を担当しており、基板は金属、セラミックス、ガラス、プラスチックなど広範

囲にわたるため、前プロジェクトのナノ表面・界面研究センターで培ってきた薄膜技術、界面

技術を引き継ぐことになる。 

 
以下に申請時の年度ごとの予定を示す。初年度（23 年度）は本プロジェクトでの主要設備

となるフィールドエミッションオージェマイクロプローブ装置と試料室付高速電子線回折測定ユ

ニット、顕微 PL 装置を導入し、各種エコマテリアルにおける微細領域の不純物や半導体のエ

ネルギー変換に関する重要な知見を得ることに重点を置くこととした。24 年度は、高感度ＴＥ

Ｍ用ＣＣＤカメラやエコマテリアルソーラーセル測定装置によって、界面の微細構造の把握や

エネルギー変換応用技術への基盤作りを行う。本プロジェクトにおいては、2 年目までの成果

が研究の方向性を決定する重要な時期と位置付けられ、25 年度に中間報告を行う予定とし

た。さらにナノサーチ顕微鏡や酸素・窒素・水素分析装置の導入により基礎技術から応用技

術への展開を加速することで、各テーマの内容やテーマ間の連携体制について検証しプロジ

ェクトの再構築を図る。26 年度は、最終年度に向けて各テーマの研究成果を整理し、エコマ

テリアルデバイスの実用化についての検証を行い 27 年度末に最終報告会を開催する予定と

した。 

＜構成調書からの変更点＞ 

①プロジェクト選定年度より、ポストドクターとして採用されプロジェクト全体をサポートして

きた永井裕己氏は、平成 27 年 4 月 1 日より工学院大学先進工学部応用物理学科専任助教

として採用されたため、本プロジェクトの研究者となった。担当する小課題は<1-1-1>「エコプ

ロセスによる酸化物薄膜太陽電池の形成Ⅱ」として、ポストドクター採用時から関連していた

小課題<1-1>佐藤光史教授から派生した研究内容とした。 

②最終年度は、小課題<3-3>小野幸子教授、小課題<3-4>長本英俊教授の定年退職に伴

い、身分を工学院大学客員研究員に変更した。 

③大学の組織変更により研究者の所属が以下のように変更となった。<1-1>佐藤光史教

図 1 研究組織のイメージ 
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授（基礎・教養教育部門→先進工学部応用物理学科）、<1-2>本田徹教授（工学部情報通信

工学科→先進工学部応用物理学科）、<1-3>坂本哲夫教授（工学部電気システム工学科→

先進工学部応用物理学科）、<2-1>桑折仁准教授（工学部環境エネルギー化学科→先進工

学部環境化学科）、<3-1>阿相英孝准教授（工学部応用化学科→先進工学部応用化学科）、

<3-2>大倉利典教授（工学部環境エネルギー化学科→先進工学部応用化学科）、<4-2>矢ケ

﨑隆義教授（工学部環境エネルギー化学科→先進工学部環境化学科） 

④25 年度導入設備の「酸素・窒素・水素分析装置」は、申請当初の性能から後半プロジェ

クトの研究に適した性能のものに変更した。なお設備名称と事業計画額（購入金額）に変更

は無い。 

（２）研究組織 

＜研究代表者の役割＞ 

研究代表者はプロジェクトの目的と意義を明確にして研究の方向性を調整し、定期的な広

報により内外に研究内容を開示した。また、導入装置・設備の利用を効率的に行えるように

することで研究を円滑に行えるようにした。さらに、各小課題間の連携を推進したことで、新た

なシーズの創出にもつなげることができた。 

＜研究プロジェクトに参加する研究者の人数＞ 

各テーマは電気エネルギーを基軸としたエネルギー変換の種類で分けられている。プロジ

ェクト発足年度は光⇔電気（3 名）、熱⇔電気(１名）、化学⇔電気（4 名）、それらを支える基板

界面技術（3 名）の 11 名（化学、電気系研究者）で構成された。最終年度ではテーマ１に 1 名

が加わり 4 名となった。なお、組織化にあたっては前プロジェクト（ナノ表面・界面研究センタ

ー）の外部評価を充分に考慮し、プロジェクト内容が発散的になることを防ぐため研究者数を

小規模に抑えることで、組織が有機的に機能し小課題間の連携が進んだと言える。セミナー

発表はもちろんであるが、学内国際会議での発表や真空展へのポスター展示などを通して、

各テーマの進捗状況が逐次把握できるような体制を維持することで、各研究者がプロジェクト

の流れを知ることができ新たなシーズも生まれた。表 1 に、担当小課題番号、最終年度の所

属、研究者名、各小課題内容を示す。 

 
＜研究者の役割分担・責任体制＞ 

テーマ１は「光⇔電気エネルギー相互変換エコマテリアルデバイス」の開発を 3 小課題に分

表 1 各テーマの研究者 

イオンと薄膜技術を用いたエコマテリアル
デバイスの構築

<4-3>基板界面におけるナノ構造の解析
各デバイスの構造解析によるエコマテリア
ルデバイス全体への貢献

<4-2>薄膜技術を用いた電気・電子用エコマ
テリアルデバイスの創製

矢ヶ﨑隆義

馬場則男

先進工学部環境化学科・
教授

情報学部コンピュータ科学
科・教授

燃料電池電極構造制御による化学→電気
変換分野への貢献

<4-1>界面技術を用いたエコマテリアルデバ
イスの創製

各デバイスとエコマテリアル基板を利用し
た新規デバイスの構築

<3-4>中温作動固体酸化物燃料電池電極の
微構造制御

長本英俊

鷹野一朗

工学院大学・客員研究員

工学部電気システム工学
科・教授

新規イオン伝導体の開発による化学→電
気変換の確立

<3-3>高特性蓄電デバイス開発のための高
誘電率酸化物薄膜の創製

ナノ構造制御による蓄電効率改善と化学
⇔電気変換の確立

<3-2>電池構成材料としての新規固体電解
質（超イオン伝導体）の開発

大倉利典

小野幸子

先進工学部応用化学科・
教授

工学院大学・客員研究員

<3-1>構造規制材料を利用した高容量次世
代コンデンサ陽極材料の開発

ナノ構造制御による容量改善と化学⇔電
気変換分野への貢献

<2-1>ナノレベル制御による高効率熱電変換
素子の開発

桑折　仁

阿相英孝

先進工学部環境化学科・
准教授

先進工学部応用化学科・
准教授

佐藤光史

新規発光素デバイスによる電気→光変換
の確立

新規熱電素子の開発による熱→電気変換
の確立

先進工学部応用物理学
科・助教

永井裕己
<1-1-1>エコプロセスによる酸化物薄膜太陽
電池の形成（Ⅱ）

新規発光素デバイスによる電気→光変換
の確立

先進工学部応用物理学
科・教授

先進工学部応用物理学
科・教授

先進工学部応用物理学
科・教授

エコプロセス太陽電池による光→電気変
換分野への貢献

<1-1>エコプロセスによる酸化物薄膜太陽電
池の形成（Ⅰ）

<1-3>エレクトロスプレー堆積法の開発と有
機EL・有機薄膜太陽電池への応用

当該研究課題の成果が
研究プロジェクトに果たす役割

研究プロジェクトにおける研究課題研究者名所属・職

新規有機太陽電池の確立による電気⇔光
変換分野への貢献

<1-2>窒化ガリウム系材料を用いた近紫外高
効率発光素子の実現

本田　徹

坂本哲夫
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け 4 名の研究者が取り組んだ。 
<1-1>エコプロセスによる酸化物薄膜太陽電池の形成Ⅰ(佐藤光史) 

世界に先駆けて達成した p 型酸化銅(Cu2O)やチタニア(TiO2)などのエコマテリアルを主とし

て、光→電気エネルギー変換デバイスである薄膜太陽電池を開発するとともに、成膜にはエ

コプロセスを駆使し、新たなエネルギー発生材料として発電機能をもつ高機能ガラス材料の

形成を担当した。 

<1-1-1>エコプロセスによる酸化物薄膜太陽電池の形成Ⅱ(永井裕己) 

小課題<1-1>で検討された酸化物薄膜太陽電池を応用し，光充電が可能な薄膜リチウム

イオン電池を分子プレカーサー法で形成することを目的とした。これまでの成果から派生した

応用研究を担当した。 

<1-2>窒化ガリウム系材料を用いた近紫外高効率発光素子の実現(本田 徹) 

これまでに集積してきた窒化物半導体結晶成長技術に関する知見を踏まえて、電気エネ

ルギーの光への変換材料として GaN 系半導体薄膜結晶の成長技術を見直し、高効率半導

体紫外発光光源の開発を担当した。 

<1-3>エレクトロスプレー堆積法の開発と有機 EL・有機薄膜太陽電池への応用(坂本哲夫) 

高分子材料溶液から電子デバイスに使用可能な薄膜を形成するエレクトロスプレー堆積

(ESD)法の開発を担当し、この特長を多層膜有機 EL およびバルクへテロ構造の有機太陽電

池の製作に応用するための研究を担当した。 

テーマ 2 は「熱⇔電気エネルギー相互変換エコマテリアルデバイス」の開発として 1 名の研

究者が取り組んだ。 

<2-1>ナノレベル制御による高効率熱電変換素子の開発(桑折仁) 

エコマテリアルの観点から毒性元素を含まないナノ構造を有する熱電変換材料の開発を

目指した。また、可視光発電の分野では量子ドットを利用した高効率化に関する研究が進め

られており、これらの概念を熱光起電力発電へ応用し、環境への負荷を抑えたナノ構造を有

する廃熱活用システムの構築を担当した。 

テーマ 3 は「化学⇔電気エネルギー相互変換エコマテリアルデバイス」として 4 名の研究者

が取り組んだ。 

<3-1>構造規制材料を利用した高容量次世代コンデンサ陽極材料の開発(阿相英孝) 

自己組織化現象とウエットプロセスを組み合わせ、規則的なナノ構造を創製する技術を開

発・発展させると共に、微細構造を制御した半導体や酸化物材料の特性を活かし新規蓄電

デバイスの開発を検討した。材料としては、次世代コンデンサ材料として期待されているチタ

ンに着目し、高特性蓄電材料の開発を通じて、高効率光電変換材料の開発を担当した。 

<3-2>電池構成材料としての新規固体電解質（超イオン伝導体）の開発(大倉利典) 

高効率エネルギー変換・貯蔵・リサイクル技術実現のための新しい固体電解質として、

NASICON 型やオリビン型などの構造を有する Na+、 Li+および H+イオン伝導性ガラス・セラミ

ックス材料の開発を担当した。また、NASICON 型結晶化ガラスは、固体電解質としてだけで

なく、発光素子（蛍光体）としての応用も期待されるため、その開発にも着手した。 

<3-3>高特性蓄電デバイス開発のための高誘電率酸化物薄膜の創製(小野幸子) 

高特性蓄電デバイス開発を主目的として、従来の特性をはるかにしのぐ高誘電率を持つ

金属酸化物材料を簡便な湿式法である電気化学プロセスを用いて創製し、新規な蓄電デバ

イス材料として基礎と応用の研究を担当した。 

<3-4>中温作動固体酸化物燃料電池電極の微構造制御(長本英俊) 

高効率な燃料電池の固体酸化物型燃料電池の実用性を高めるために、500℃前後の中

温で高効率に作動させることを目的とした。温度を下げると高い活性化エネルギーのために

急激な電極抵抗の増加が予想されるので、①電極材料の選択、②形状および組成の最適

化、③電極構造の最適化の順番に開発を進め、固体電解質としてセリア系の電解質を用い
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た低温化を担当した。 

テーマ 4 は「エコマテリアルをベースとした基板界面技術の構築」に 3 名の研究者が取り組

んだ。 

<4-1>界面技術を用いたエコマテリアルデバイスの創製(鷹野一朗) 

分解性樹脂のようなエコマテリアル基板上に薄膜を形成する際には、デバイス創製の技術

とは別にエコマテリアル基板の特性を知り尽くした上での技術が必要となるため、デバイスと

基板との界面技術を調べることで、基板上への金属膜の形成を担当した。 

<4-2>薄膜技術を用いた電気・電子用エコマテリアルデバイスの創製(矢ヶ﨑隆義） 

電気・電子用エコマテリアルデバイスを創製をするために、基板と機能発現部となる薄膜

部分とがエコマテリアルで構成される新たな材料システムの開発を担当した。基板の材料に

は、生分解性樹脂及び導電性ガラスなどを適用し、多機能性を有する各種薄膜をイオンビー

ムアシスト法等によって堆積薄膜形成する。併せ、創製した新たな材料システムの最適な終

末処理法を確立する。 

<4-3>基板界面におけるナノ構造の解析(馬場則男) 

エコマテリアルの基本特性について、ナノ領域からアプローチし本プロジェクト全体の基礎

データとすることを目的とする。具体的には、電子顕微鏡観察により表面・界面のナノ構造解

析を行う。これまでの研究成果であるナノ領域の画像解析・観察技術と構造モデルによる画

像シミュレーションを用いて、新たな解析を担当した。 

＜大学院生・PD・RA の人数＞ 

本プロジェクトには主として研究担当者に所属する大学院生延べ103名が関わった。また、

表 2 に示すようにプロジェクト発足時からの PD1 名は 4 年間在籍し、27 年度には本プロジェ

クトの正式なメンバーとなり小課題<1-1-1>を担当することになった。ポストドクターは自身の

研究活動を進めることはもちろんであるが、本プロジェクトの円滑な運営を進めるにあたって

も重要な役割を果たした。リサーチアシスタントは初年度採用が難しかったものの、23 年度実

質的な研究活動を経て 24 年度に 3 名が正式採用され、25 年度は外国人も含め 4 名となっ

た。本プロジェクトに関わった 4 名全員が博士の学位を取得し、若い感性をもって研究を支え

た。また、26、27 年度には最終年度に向け研究補助者を採用し、成果をまとめる体制づくりと

した。 

 
＜研究テーマ間の連携状況＞ 

 研究連携は順調に進み、小課題間だけでなくテーマ間でも具体的な成果が得られた。論文

発 表 に つ い て は 、 光 ⇔ 電 気 エ ネ ル ギ ー 変 換 デ バ イ ス に 関 す る も の と し て 小 課 題

<1-1><1-1-1><1-2><4-1>で 4 件、小課題<1-1><4-3>で 1 件、エコマテリアルをベースとした

基板界面技術の開発として小課題<4-1><4-2>で 1 件など、さらに小課題<2-1><4-2>、小課

題<3-1><3-3>では密接な連携研究が行われている。その他、国内外の口頭発表については

多数に及んでいる。 

＜研究支援体制＞ 

 本プロジェクトに関する支援は、総合研究所研究推進課によって行われた。定期的に開催

される総合研究所運営委員会でプロジェクトの進捗状況が報告された。予算処理について

表 2 プロジェクトに関わった PD・RA の人数 

年度 23 24 25 26 27

ポストドクター（PD） 1 1 1 1 0

博士課程（RA） 0 3 4 1 1

研究補助者 0 0 0 1 1
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は、研究推進課を通して公的資金の取り扱い要項に従い厳正に行われた。 

＜共同研究機関等との連携状況＞ 

 個別の小課題において、研究者レベルでの情報交換や連携が行われ成果が得られてい

る。しかしながら、プロジェクト全体としては、この分野における本学研究者と研究設備の充

実度から、他機関との連携は行わなかった。 

（３）研究施設・設備等 

＜研究設備の面積及び使用者数＞ 
研究施設は総合研究所アドバンストマテリアルセンター（13 号館）を拠点とし、装置と設備

も同センターに設置されている。本センターは、平成 9 年度ハイテクリサーチセンター整備事

業の支援で建設され、その後の支援事業でも積極的に活用され本学での先端技術材料の研

究拠点としての役割を果たしてきた。本プロジェクトで使用する研究設備の面積は約 819m2、

使用者数は研究者 12 名の他、関連研究を行う教員、大学院生、学部学生を含め 1 日平均

50 名以上である。 

＜主な研究装置、設備の名称及び利用時間＞ 
＜23 年度導入研究装置、設備＞ 

本プロジェクトでは、初年度に主要装置のフィールドエミッションオージェマイクロプローブ

装置を導入した。プロジェクトを代表する装置であり、テーマ 1～4 までの全課題で活用され、

微小部での化学状態や不純物濃度測定が行われ有益なデータが得られた。顕微 PL 装置は

これまで学内に導入された実績がなく、非破壊、非接触による化合物半導体の組成評価、欠

陥評価、量子井戸の評価、不純物評価、結晶性評価が行われ、デバイス特性評価が飛躍的

に進展した。また、本設備は最終年度にラマン分光が行えるようにグレードアップした。試料

室付 RHEED(高速電子線回折)測定ユニットは、既設の装置に設置し成膜段階での結晶成長

について詳細な知見を得ることができた。特に紫外線発光素子においては表面の結晶構造

が重要なカギとなるため、本装置の導入によって飛躍的に研究が進展した。 

＜24 年度導入研究装置、設備＞ 

既設の透過型電子顕微鏡（TEM)に高感度 TEM 用 CCD カメラを導入し、試料観察、構造解

析をナノレベルで行うことができた。本カメラを TEM と高精度にリンクして、プログラム制御す

ることで高機能で画像解析を行うことができるようになった。併せてイオンシンニング装置も導

入し、ナノレベルの高分解能 TEM 観察やその他の解析のために材料に構造変化を起こすよ

うなダメージを与えずに薄片化することができるようになり、基板と界面の解析が行われた。 

エコマテリアルソーラーセル測定装置は太陽電池および各薄膜の評価のために導入した。

本装置の主要機器は I-V 特性測定装置とソーラーシュミレーター、インピーダンスアナライザ

からなり、電気的特性を多角的に評価し、金属酸化物透明薄膜太陽電池の波長範囲の拡大

による高効率化に貢献した。 

レーザーフラッシュ法熱定数測定装置では、熱電変換材料の性能を評価する上で重要な

物性値である熱伝導率を評価した。熱伝導率の測定方法には静的比較法、ハーマン法など

が存在するが、本テーマで対象とする 1200 K 程度まで熱伝導率を測定できる方法はレーザ

ー・フラッシュ法のみである。 

＜25 年度導入研究装置、設備＞ 

酸素・窒素・水素分析装置は申請当初からの仕様に関して軽微な仕様の変更を行った。こ

れによってイオン伝導性結晶化ガラス等の微量元素のデータ収集がより詳細に行えるように

なった。 

ナノサーチ顕微鏡の導入により、表面形状を実質的に把握することで基礎技術から応用

技術への展開を加速することができた。 

以上のような、研究を支える装置設備については全学的に開放し、教員のみならず学生自

身も学際的な体験ができる体制をとっている。さらに、本学の特色である科学教室などと連携
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しながら最先端のものづくりを地域の生徒に提供した。 

各装置設備の利用時間を月平均で示すとおおよそ表 3 のようになるが、秋季学会前や卒

業論文、修士論文をまとめる時期には利用が集中する。 

 
（４）研究成果の概要 ※下記、１３及び１４に対応する成果には下線及び＊を付すこと。 

＜現在までの進捗状況及び達成度＞ 

本プロジェクトでは、申請時に最終的な研究成果の目標を次のように掲げている。プロジェ

クト終了時の論文本数 55 報以上、教育に関わる学生発表も含めプロジェクト終了時の発表

件数 165 件以上を目標として積極的に公表する。その他、各種展示会、イベントなどでプロジ

ェクトの研究公開を 3 回以上行う。また、プロジェクト内容をわかりやすくした HP、パンフレット

などを使い、地域の中高校生に周知するとともに、八王子・多摩地区の企業へも研究内容を

公開し、プロジェクト終了時までに 3 件以上の実効的な産学連携を達成する。 

これに対して最終的な研究成果は、論文 139 件、国際会議 478 件、国内発表 625 件、特許

8 件（共同研究も含まれるため何れも延べ件数）である。また、本学 125 周年記念事業の一環

として開催された国際会議 ISAT スペシャルでは、本プロジェクトに関わる ECEC セッションを

設け講演を募集したところ、招待講演を含め 13 件の発表があり幅広い意見交換が行えた。

教育に関わる活動としては、博士課程、修士課程および学部学生が内外学会で多数発表し

ており、そのうち 99 名が国際会議、学協会等で受賞していることは特筆すべきことである。広

報としては、毎年幕張メッセで開催される真空展に 5 年連続でポスター展示を行った。その

他、HP での研究公開、8 月末に本学八王子キャンパスで開催される科学教室で研究内容の

展示、さらに中高生に対する教育活動も科学教育センターと連携しながら 10 件行われた。ま

た、企業との連携も徐々に進み、研究成果の進展とともに具体的な共同研究 22 件が生まれ

ている。以上からプロジェクトの研究目標と共に研究成果は十分なものと考えている。 

以下に小課題ごとの研究成果を簡潔にまとめたものを示す。（詳細な報告は別紙 1 参照、

最終報告会ポスターと小課題の発表パワーポイントは別紙 9 参照） 

＜1-1＞エコプロセスによる酸化物薄膜太陽電池の形成Ⅰ(佐藤光史) 

エコプロセスな分子プレカーサー法によって、高い光反応活性をもつ可視光応答型チタニ

アの n 型半導体薄膜、および化学的湿式法で形成例の無かった酸化銅(Ⅰ)の p 型半導体薄

膜を形成した。Al ドープ ZnO プレコート基板上にチタニア薄膜を形成後、その上に酸化銅(Ⅰ)

薄膜を積層した p−n 接合デバイスの光変換効率は、1×10−3％を示した。このように、エコプ

ロセスによる安価で無毒・安定な透明酸化物薄膜太陽電池形成をはじめて達成した。光電変

換効率の向上は今後の課題であるが、エコプロセスで新タイプの薄膜太陽電池の形成が期

表 3 装置設備の利用時間 

装置・設備名称 月平均利用時間

フィールドエミッションオージェマイクロプローブ装置 150 h

試料室付RHEED(高速電子線回折)測定ユニット 120 h

顕微PL装置 80 h

TEM用ＣＣＤカメラ 100 h

イオンシンニング装置 80 h

エコマテリアルソーラーセル測定装置 100 h

レーザーフラッシュ法熱定数測定装置 80 h

ナノサーチ顕微鏡 120 h

酸素・窒素・水素分析装置 100 h
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待できる。（目標達成度 90％） 関連業績＊1-1 

＜1-1-1＞エコプロセスによる酸化物薄膜太陽電池の形成Ⅱ(永井裕己) 
エコプロセスな分子プレカーサー法によって形成した酸化物の透明薄膜を組み合わせるこ

とで、太陽光で発電し、同時にリチウムイオン電池として充放電可能なデバイスを開発した。

構成は、正極、負極と電解液のみからなり、1-sun の光を電池に 1 分間照射すると、1.36 V の

充電電圧を示し、照射後に放電すると 1.35 V の放電電圧を 1 分以上示した。1 mA の定電流

充電は、2.24 V の充電電圧と 2.02 V の放電電圧を示し、一般的なリチウムイオン電池として

も動作した。以上のように、エコプロセスで新規な光⇄エネルギー変換・充放電デバイスを作

製した。（目標達成度 90％） 関連業績＊1-1-1 

＜1-2＞窒化ガリウム系材料を用いた近紫外高効率発光素子の実現(本田 徹) 
マイクロ・フラットパネルディスプレイをめざし、高密度 GaN 系近紫外発光ダイオード(LED)

集積化と蛍光体を利用した RGB 発光に関する検討が必要である。製作コストを考えると LED

あたりの単価を劇的に低減する必要がある。また、１画素あたりの発光強度として要求される

サブ mW の低出力時に光電変換効率の高い LED 構造を実現する要素技術を検討した。古く

から知られる MIS 構造は、集積化の点から有効であると考える。これまで量子効率に問題が

あったが、Al フェースパック法などのリーク電流低減プロセス、近紫外透明電極の利用により

効率改善が可能であることが示唆された。結果、100µW 程度の画素に必要な出力は得られ

た。（目標達成度 80％） 関連業績＊1-2 

＜1-3＞エレクトロスプレー堆積法の開発と有機 EL・有機薄膜太陽電池への応用(坂本哲夫) 

エレクトロスプレー法を有機電子デバイスの作製に用いることは研究開始当時、他には例

がなかった。そこで、噴霧時間と膜厚、表面凹凸など、基礎特性から検討し、有機 EL は積層

型を、有機太陽電池は意図的にナノスケールの凹凸による発電効率の向上を目的として授

受の噴霧条件を適用した。積層構造は脱溶媒の度合いを最適化することで、積層化に成功

したが、発光効率は思ったように上がらなかった。太陽電池については凹凸構造の作製には

成功したが、発電効率の向上には 10 ナノメートルスケールの構造が必要であり、原理的な検

証に留まった。（目標達成度 70％） 関連業績＊1-3 

＜2-1＞ナノレベル制御による高効率熱電変換素子の開発(桑折仁) 
本研究では熱電材料の性能向上の手法としてナノ構造化の適用、その材料の素子化、熱

光起電力発電材料の製膜方法を検討した。Bi の熱電特性はμｍオーダーの細線化でも向上

した．ナノ層状酸化物の Bi-V-O、BiCuSeO は高い熱電特性の可能性を示し、素子の高温電

極材料として検討した WSi2 はそれ自体が比較的高い熱電特性を示した。素子の放熱基板と

して陽極酸化 Al 基板の可能性を検討し、基板表面に Cu 電極をめっき法で形成できた。熱光

起電力発電材料の In-Se、Mg2Si はそれぞれ気相輸送、摩擦製膜で製膜できた。（目標達成

度 80％） 関連業績*2-1 

＜3-1＞構造規制材料を利用した高容量次世代コンデンサ陽極材料の開発(阿相英孝) 
アノード酸化により微細構造を制御した酸化物の特性を活かし、新規蓄電デバイスの開発

を目指して研究を遂行した。Al を比較対象として、Ti-Al 合金あるいは Ti-Ni-Si 合金表面に生

成する酸化アルミニウム、酸化チタンの構造を制御する電解条件を確立したと共に、二段階

電解による皮膜の緻密化、漏れ電流抑制効果を明らかにした。Ti-Ni-Si 合金を用いた系で

は、ナノメートルオーダーの凹凸面を持つ高抵抗皮膜ほど、皮膜表面の蓄電量が多く、良好

な放電特性を示す固体電子蓄電デバイスとして動作することがわかった。（目標達成度

85％） 関連業績*3-1 

＜3-2＞電池構成材料としての新規固体電解質（超イオン伝導体）の開発(大倉利典) 
Na2O-R2O3-SiO2（R=希土類元素）系において、高 Na イオン伝導性結晶化ガラスの開発を

行った。固体電解質の応用素子は複雑形状物が多く、ガラスプロセスの利用は有用である。

本研究ではこれが固溶体形成により容易に行えることを見出した。また、超イオン伝導相の
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生成は組成に強く依存し、Si および希土類元素の種類と置換量が大きく影響を与えることを

明らかにした。さらに、希土類フリー化（希土類元素を鉄で代替）や Li＋、 K＋へのキャリアーイ

オン交換による新規固体電解質の開発を行った。（目標達成度 80％） 関連業績*3-2 
＜3-3＞高特性蓄電デバイス開発のための高誘電率酸化物薄膜の創製(小野幸子) 

本小課題では、①ニオブアノード酸化皮膜の高誘電率化、②アルミニウムアノード酸化皮

膜の誘電特性を向上させる為の構造制御と電解質アニオン封入の役割の解明、③イオン液

体中で生成するアノード酸化皮膜の誘電特性の解析、④アノード酸化誘電体皮膜の漏れ電

流制御、に関して研究を展開した。その結果、ニオビア誘電体皮膜中への有機物の封入によ

る顕著な高誘電率化、アルミナ誘電体膜の結晶化による誘電特性制御、イオン液体を用い

たアルミナ誘電体膜の作製と特性解析、皮膜中へのアニオン混入の制御による漏れ電流低

減、に成果を得た。（目標達成度 90％） 関連業績*3-3 

＜3-4＞中温作動固体酸化物燃料電池電極の微構造制御(長本英俊) 
エネルギー変換効率の高い固体酸化物燃料電池の高効率を保持しながら、作動温度の

低下が求められているが、その方策として①細孔内物質移動の促進、②三相界面の増加を

目的とした研究を行った。①では移動フラックスの高い表面拡散を目指したが、作製した細孔

のサイズ均一性に問題があり、所期の結果が得られなかった。②では互いに反応性の低い

二成分のペロブスカイト型酸化物からなる電極材料を用いて、電極粒子内の結晶子の粒界

を増やすことによって電極反応面積を増大させる試みを行った。低温域で電極性能が向上す

ることが明らかとなった。（目標達成度 70％） 関連業績*3-4 

＜4-1＞界面技術を用いたエコマテリアルデバイスの創製(鷹野一朗) 
Ar+イオンビームで炭化層を形成した生分解性プラスチック表面（PGA）に Ti、Cu 蒸着を行う

と、炭化層を形成していない PGA の場合より硬さや付着性などが向上した。Cu 蒸着薄膜の

電気導電率については、炭化層形成の有無にかかわりなく 21 MS/m を示した。そこで、Cu 蒸

着の前に 30 nm の Ti 層を挿入したところ電気導電率は 25 MS/m まで向上し、フェノール樹脂

基板と同等の値になった。イオンビーム照射により表面炭化処理を行うことで、フェノール樹

脂基板上の Cu 蒸着薄膜と同等の電気導電率が得られ、さらに硬さや付着性を改善できたこ

とから、短期使用を目的とした電子部品材料への実用に近づいたものと考えられる。（目標

達成度 90％） 関連業績*4-1 

＜4-2＞薄膜技術を用いた電気・電子用エコマテリアルデバイスの創製(矢ヶ﨑隆義） 

環境保全及び省資源の観点から、生分解性プラスチックに注目し、イオンビームミキシング

技術と薄膜創製技術に加え、微細構造調整技術の適用によりその物性を改良した基板を用

いたプリント回路基板や 1 次・2 次構造部材料等のエコマテリアルデバイスの創製を試みた。

また、創製したエコマテリアルデバイスの最終処理技術の確立を目指した。その結果、微細

構造調整を施した生分解性プラスチック基材によるエコマテリアルデバイスの創製及びその

最終処理技術の獲得について、SC 結晶導入技術確立が不十分であった。（目標達成度

80％） 関連業績*4-2 

＜4-3＞基板界面におけるナノ構造の解析(馬場則男) 
本小課題は、電子顕微鏡法を中心に、表面・界面のナノ構造解析法の開発と応用、また、

本プロジェクト内の解析支援である。成果の一つは、その構造解析法 として注目されている

電子線トモグラフィ（CT）法のオンライン化を可能にしたことである。この技術によって、3 次元

断層像を得るまでの高ス ループット化 を促進した。これを応用して、グループ内で作製され

たエコ薄膜デバイスなどの界面のナノ構造解析に威力を発揮した。また、SEM/BSE によ る

表面3次元 形状計測法にも新たな手法を考案した。従来法にはない高精度と汎用化が実現

できる。 （目標達成度 80％） 関連業績*4-3 

＜優れた成果が上がった点＞ 

各テーマとも順調に進行し、概ね目標達成度は 80％以上である。特に小課題<1-1>、
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<1-1-1>、<3-3>、<4-1>で目標の 90％を達成し優れた成果が上がっている。詳細について

は、各小課題の報告書（別紙１参照）に譲るが、<1-1>、<1-1-1>の小課題については、本プ

ロジェクト内での連携が進み、本小課題から波及した研究成果として、新たな蓄電材料の開

発にもつながっている。<3-3>については、目標とした誘電体材料の特性が得られ、漏れ電

流の少ない省エネルギーな電子部品への展開が見えてきた。また、<4-1>については、生分

解性プラスチック上への Cu 金属膜の形成が行えるようになり、電子部品分野でエコマテリア

ルを展開する起爆剤になると考えられる。 

＜課題となった点＞ 

プロジェクトは全体的に順調に進行したが、最終段階になり本プロジェクトの研究者が大学

役職者に選ばれたこともあり、後半での連携が難しくなったことが課題である。今後、同様な

プロジェクトで研究期間内にメンバーが他業務に専念する必要がでた場合のバックアップ体

制が課題となった。 

＜自己評価の実施結果と対応状況＞ 

 運営会議（別紙 2 参照）やメール審議、セミナー（別紙 3 参照）などで、各テーマの方向性や

問題点、研究費の配分などを議論した。中間報告会（別紙 4 参照）を受けて、各小課題の方

向性を再構築した。また、年一回外部発信した真空展でのポスター展示（別紙 5 参照）は、各

テーマの方向性を見極める上で大きな役割を果たしプロジェクト全体の中での小課題の評価

に役立った。何れの小課題も順調に進捗していたため、研究費は均等配分としたが、小課題

における RA の有無において研究費の割合を変えた。最終的な自己評価は小課題ごとの目

標達成度に反映されている。 

＜外部（第三者）評価の実施結果と対応状況＞ 

中間報告会（2013 年 8 月 1 日）と最終報告会(2016 年 3 月 25 日)で外部評価を受けた。中

間報告会は外部委員 2 名（長谷川文夫 筑波大学名誉教授・中部大学客員教授、臼井博明

東京農工大学教授）、学内委員 1 名（加藤潔 工学院大学教授）、最終報告会は外部委員 2

名（長谷川文夫 筑波大学名誉教授・中部大学客員教授、臼井博明 東京農工大学教授）、

学内委員 2 名（加藤潔 工学院大学教授、鈴木健司 工学院大学教授）により厳正な評価が

行われた。中間報告会では研究の有用性や実施方法について細かなアドバイスを得ており、

これを参考に研究の方向性について議論した。中間報告では、研究が途中であることから成

果項目での評価が劣り全体での平均点は 8.06/9 で達成度 81％であった（別紙 6 参照）。この

結果を踏まえ各小課題で研究を再調整したところ、最終報告会での各テーマの平均点はテ

ーマ 1 が 9.6/12、テーマ 2 が 10.7/12、テーマ 3 が 9.4/12、テーマ 4 が 10.9/12 となり、全体

の平均は 10.2/12 で 85％の達成度に上昇した（別紙 7 参照）。最終報告会での評価結果につ

いては、各小課題で今後の研究展開に役立てていく。 

＜研究期間終了後の展望＞ 

 本プロジェクトは材料開発という本学のブランド力につながるものであると認識している。こ

のプロジェクトを通して得た知見や技術は、社会へ還元するとともに新たな展開に向けて設

備等も含め継続的に活用していくことが本学の責務であると考えている。今後、次期のプロジ

ェクトに向けて研究内容を精査して準備する予定である。 

＜研究成果の副次的効果＞ 

 本プロジェクトに関わる特許は 7 件、共同研究は 22 件が生れた。大学見本市イノベーション

ジャパンには小課題<1-1>、<1-4>、<4-3>の関連する研究 3 件が採用され出展し、産業界か

らも反響を得て共同研究に向けた動きがある。 

 

１２ キーワード（当該研究内容をよく表していると思われるものを８項目以内で記載してくださ

い。） 

（１） エネルギー相互変換    （２） エコマテリアル      （３） エコマテリアルデバイス  
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（４） ナノ構造            （５） ナノ界面          （６） リサイクル          

（７）                  （８）                

 

１３ 研究発表の状況（研究論文等公表状況。印刷中も含む。） 

上記、１１(４)に記載した研究成果に対応するものには＊を付すこと。 
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4. 瀬川大司，永井裕己，原広樹，望月千尋，鷹野一朗，佐藤光史: “ITO 基板を利用する薄膜リチウム

イオン電池形成と薄膜の形状制御効果”，日本セラミックス協会 第 26 回秋季シンポジウム，信州大
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学，長野 (2013.9.4). 

5. 高野宗一郎，永井裕己，原広樹，望月千尋，鷹野一朗，佐藤光史: “NASICON 型 Al 含有リン酸塩の

透明薄膜形成”，日本セラミックス協会 第 26 回秋季シンポジウム，信州大学，長野 (2013.9.4). 

6. Hiroki Nagai, Takuya Okada, Tohru Honda, Mitsunobu Sato: “Chemical fabrication of transparent Cu 

metal thin film for infrared reflective thin film”，第 32 回電子材料シンポジウム（EMS32），ラフォーレ

琵琶湖 (2013.7.10). 

7. Taihei Yasuno, Takuto Oda, Hiroki Nagai, Hiroki Hara, Yohei Sugiura, Tomohiro Yamaguchi, Mitsunobu 

Sato, Tohru Honda: “Characterization of Ga-In-O films fabricated by molecular precursor method”，

第 32 回電子材料シンポジウム（EMS32），ラフォーレ琵琶湖 (2013.7.10). 

8. 安野泰平，小田拓人，永井裕己，原広樹，佐藤光史，本田徹: “分子プレカーサー法による Ga-In-O

薄膜の製作”，応用物理学会 第 60 回春季学術講演会，神奈川工科大学 (2013.3.28). 

9. 永井裕己，高野宗一郎，原広樹，望月千尋，鷹野一朗，本田徹，佐藤光史: “分子プレカーサー法に

よる酸化亜鉛導電膜の形成”，日本セラミックス協会 2012 年年会，京都大学 (2012.3.19). 

10. ダニエル S. リキウス，永井裕己，鈴木達也，望月千尋，馬場則男，佐藤光史: “Percolation 

threshold for electrical resistivity and photocurrent density of Ag nanoparticle/titania composite thin 

films fabricated using molecular precursor method”，日本セラミックス協会 2012 年年会，京都大学 

(2012.3.19). 
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1. 後藤 良介，澁木 勇人，田沼 圭亮, 畠山 匠，永井 裕己，山口 智広，佐藤 光史，本田 徹: “分子

プレカーサー水溶液を用いたミスト CVD 法による ZnO 薄膜製作”，応用物理学会 第 62 回春季学術

講演会，東海大学湘南キャンパス (2015.3.14). 

2. Takashi Shibukawa, Hiroki Nagai, Ichiro Takano, Tohru Honda, Mitsunobu Sato: “Fabrication of the 

transparent and c-axis oriented ZnO thin film by molecular precursor method”，第 33 回電子材料シ

ンポジウム（EMS33），ラフォーレ修善寺 (2014.7.10). 

3. 尾沼猛儀，安野泰平，高野宗一郎，後藤良介，藤岡秀平，畠山 匠，原 広樹，望月千尋，永井裕

己，山口智広，佐藤光史，本田 徹: ”分子プレカーサー法を用いた In 添加 ZnO薄膜製作検討”，応用

物理学会 第 61 回春季学術講演会，青山学院大学相模原キャンパス(2014.3.17). 

4. 瀬川大司，永井裕己，原広樹，望月千尋，鷹野一朗，佐藤光史: “ITO 基板を利用する薄膜リチウム

イオン電池形成と薄膜の形状制御効果”，日本セラミックス協会 第 26 回秋季シンポジウム，信州大

学，長野 (2013.9.4). 

5. 高野宗一郎，永井裕己，原広樹，望月千尋，鷹野一朗，佐藤光史: “NASICON 型 Al 含有リン酸塩の

透明薄膜形成”，日本セラミックス協会 第 26 回秋季シンポジウム，信州大学，長野 (2013.9.4). 

6. Hiroki Nagai, Takuya Okada, Tohru Honda, Mitsunobu Sato: “Chemical fabrication of transparent Cu 

metal thin film for infrared reflective thin film”，第 32 回電子材料シンポジウム（EMS32），ラフォーレ

琵琶湖 (2013.7.10). 

7. Taihei Yasuno, Takuto Oda, Hiroki Nagai, Hiroki Hara, Yohei Sugiura, Tomohiro Yamaguchi, Mitsunobu 

Sato, Tohru Honda: “Characterization of Ga-In-O films fabricated by molecular precursor method”，

第 32 回電子材料シンポジウム（EMS32），ラフォーレ琵琶湖 (2013.7.10). 

8. 安野泰平，小田拓人，永井裕己，原広樹，佐藤光史，本田徹: “分子プレカーサー法による Ga-In-O

薄膜の製作”，応用物理学会 第 60 回春季学術講演会，神奈川工科大学 (2013.3.28). 

9. 永井裕己，高野宗一郎，原広樹，望月千尋，鷹野一朗，本田徹，佐藤光史: “分子プレカーサー法に

よる酸化亜鉛導電膜の形成”，日本セラミックス協会 2012 年年会，京都大学 (2012.3.19). 
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10. ダニエル S. リキウス，永井裕己，鈴木達也，望月千尋，馬場則男，佐藤光史: “Percolation 

threshold for electrical resistivity and photocurrent density of Ag nanoparticle/titania composite thin 

films fabricated using molecular precursor method”，日本セラミックス協会 2012 年年会，京都大学 

(2012.3.19). 
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1. 小林 拓也，田沼 圭亮，山口 智広，尾沼 猛儀，本田 徹: “(0001)α-Al2O3 基板上および(0001)GaN

テンプレート上への In2O3 膜のミスト CVD 成長”，2016 年春季応用物理学会 (2016.3.19). 

2. 高橋 勇貴，後藤 良介，安野 泰平，尾沼 猛儀，永井 裕己，山口 智広，佐藤 光史，本田 徹: “分

子プレカーサー法を用いた In-Ga-Mg-O 薄膜製作検討”，2016 年春季応用物理学会(2016.3.19). 

3. 高 大地，尾沼 猛儀，澁川 貴史，永井 裕己，山口 智広，Ja-Soon Jang，佐藤 光史，本田 徹: “分

子プレカーサー法で製作した銀分散 ZnO 薄膜の光学的特性”，2016 年春季応用物理学会 

(2016.3.19). 

4. 尾沼 猛儀，齋藤 伸吾，佐々木 公平，後藤 健，増井 建和，山口 智広，本田 徹，倉又 朗人，東

脇 正高: “ -Ga2O3 結晶における励起子-LO フォノン相互作用”，2016 年春季応用物理学会 

(2016.3.19). 

5. T. Yamaguchi，T. Honda，T. Onuma，T. Sasaki，M. Takahasi，T. Araki，Y. Nanishi: “Epitaxial growth of 

GaInN by Radio-Frequency Plasma-Assisted Molecular Beam Epitaxy“，第 25 回日本 MRS 年次大会 

(2015.12.9). 

6. 高大地，尾沼猛儀，山口智広，本田 徹: “プラズモンによる青色 LED の高輝度化に向けた研究”，2nd 

Innovation Forum of Advanced Engineering and Education (IFAEE)，Tokyo，Japan (2015.11.2).  

7. 鳴谷建人，尾沼猛儀，山口智広，本田 徹: “GaInN 系 LED 製作へ向けた結晶成長とデバイスプロセ

ス ” ， 2nd Innovation Forum of Advanced Engineering and Education (IFAEE) ， Tokyo ， Japan 

(2015.11.2). 

8. 磯野大樹，尾沼猛儀，山口智広，本田 徹: “情報化社会の快適化に向けた GaN 系デバイス製作に関

する研究”，2nd Innovation Forum of Advanced Engineering and Education (IFAEE)，Tokyo，Japan 

(2015.11.2). 

9. 鳴谷建人，山口智広，荒木努，名西憓之，尾沼猛儀，本田 徹: “ICP-RIE による GaN, GaInN, InN エッ

チングと GaInN 系 LED 製作への応用”，第 4 回結晶工学未来塾 (2015.10.29). 

10. 尾沼 猛儀，齋藤 伸吾，佐々木 公平，増井 建和，山口 智広，本田 徹，東脇正高: “β-Ga2O3 結晶

の(010)面における光学的異方性”，2015 年秋季応用物理学会 (2015.9.15). 

11. 澤田 匡崇，山口 智広，佐々木 拓生，鳴谷 建人，出来 亮太，尾沼 猛儀，本田 徹，高橋 正光，

名西 憓之: “RF-MBE 法による GaN 上 GaInN 成長におけるその場 X 線逆格子マッピング測定”，2015

年秋季応用物理学会 (2015.9.14). 

12. 高橋 幹夫，畠山 匠，尾沼 猛儀，山口 智広，本田 徹: “ミスト CVD 法により製作した α-(AlGa)2O3

の熱的安定性”，2015 年秋季応用物理学会 (2015.9.13). 

13. 齋藤 伸吾，市田 正夫，尾沼 猛儀，佐々木 公平，倉又 朗人，関根 徳彦，笠松 章史，東脇正高: 

“β-Ga2O3 単結晶の光学非線形屈折率測定”，2015 年秋季応用物理学会 (2015.9.13). 

14. 後藤 良介，尾沼猛儀，山口智広，本田 徹: “分子プレカーサー水溶液を用いたミスト化学気相成長

による酸化亜鉛薄膜製作”，第 38 回光通信研究会，山梨 (2015.8.9). 

15. 高橋 幹夫，尾沼猛儀，山口智広，本田 徹: “ミスト CVD 法により製作した a-(AlGa)2O3 の熱的安定

性”，第 38 回光通信研究会，山梨 (2015.8.9). 

16. 鳴谷 建人，尾沼猛儀，山口智広，本田 徹: “ICP-RIEによるInNおよびGaN温度依存性エッチング”，
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第 38 回光通信研究会，山梨 (2015.8.9). 

17. 星川 侑也，尾沼猛儀，山口智広，本田 徹: “RF-MBE 法による Sapphire 基板上 Al 犠牲層の窒化処

理による GaN 成長の影響”，第 38 回光通信研究会，山梨 (2015.8.9). 

18. 田沼 圭亮，尾沼猛儀，山口智広，本田 徹: “ミスト CVD 法を用いた Ga2O3 成長における成長速度の

温度依存性”，第 38 回光通信研究会，山梨 (2015.8.9). 

19. 渡邉 悠斗，尾沼猛儀，山口智広，本田 徹: “RF-MBE 法を用いた Sapphire 基板上 GaN 成長”，第 38

回光通信研究会，山梨 (2015.8.9). 

20. 澤田 匡崇，尾沼猛儀，山口智広，本田 徹: “RF-MBE 法による GaN 上 GaInN 成長におけるその場 X

線逆格子マッピング測定”，第 38 回光通信研究会，山梨 (2015.8.8). 

21. 磯野 大樹，尾沼猛儀，山口智広，本田 徹: “AR-XPS 法を用いた AlOx/AlN/GaN 構造のバンド構造

解析”，第 38 回光通信研究会，山梨 (2015.8.8). 

22. 豊満 直樹，尾沼猛儀，山口智広，本田 徹: “MOCVD 法を用いて成長した GaInN 薄膜の欠陥評価”，

第 38 回光通信研究会，山梨 (2015.8.8). 

23. K. Narutani，T. Yamaguchi，T. Araki，Y. Nanishi，T. Onuma，and T. Honda: “Inductively coupled plasma 

reactive ion etching of GaN and InN”，34th Electronic Materials Symposium，Moriyama，Shiga，Japan 

(2015.7.16). 

24. K. Tanuma，R. Goto，T. Onuma，T. Yamaguchi，and T. Honda: “Growth condition dependence of 

Ga-In-O films by mist-CVD”，34th Electronic Materials Symposium，Moriyama，Shiga，Japan 

(2015.7.16). 

25. 鳴谷建人，山口智広，荒木努，名西憓之，尾沼猛儀，本田 徹: “誘導結合型プラズマ反応性イオンエ

ッチングによる InN エッチング”，第 7 回窒化物半導体結晶成長講演会，宮城 (2015.5.7). 

26. 本田 徹，山口智広，尾沼 猛儀: “光デバイス用 GaInN 結晶 の XPS 測定評価”，InGaN 光電子デバ

イス研究会，熱海 (2015.4.30). 

27. 山口智広，桑立雯，王科，角谷正友，荒木努，尾沼 猛儀，本田 徹，名西憓之: “MBE 成長 InGaN 受

光・発光素子の現状と展望”，InGaN 光電子デバイス研究会，熱海 (2015.4.30). 

28. 尾沼猛儀，山口智広，本田 徹: “酸化物/窒化物構造の成長プロセスと光物性”，InGaN 光電子デバ

イス研究会，熱海 (2015.4.30). 

29. 本田 徹，山口 智広: “窒化ガリウム系発光ダイオードにおける「グリーンギャップ」問題“，JAEA 放射

光科学シンポジウム 2015 「環境・エネルギー研究開発における放射光科学」，大型放射光施設 

SPring-8 放射光普及棟，佐用町，兵庫県 (2015.3.16-17). 

30. 尾沼 猛儀，齋藤 伸吾，佐々木 公平，増井 建和，山口 智広，本田 徹，東脇 正高: “β-Ga2O3 結

晶の透過と反射スペクトルの偏光依存性”，第 62 回応用物理学会春季講演会，東海大学湘南キャン

パス，秦野，神奈川 (2015.3.11-14). 

31. 後藤 良介，澁木 勇人，田沼 圭亮，畠山 匠，永井 裕己，山口 智広，佐藤 光史，本田 徹: “分子

プレカーサー水溶液を用いたミスト CVD 法による ZnO 薄膜製作”，第 62 回応用物理学会春季講演

会，東海大学湘南キャンパス，秦野，神奈川 (2015.3.11-14). 

32. 高橋 幹夫，畠山 匠，尾沼 猛儀，山口 智広，本田 徹: “ミスト CVD による α-(AlGa)2O3 混晶成長の

基礎検討 – α-Ga2O3 と比較した α-Al2O3 の成長速度の検討 –”，第 62 回応用物理学会春季講演会，

東海大学湘南キャンパス，秦野，神奈川 (2015.3.11-14). 

33. 吉田 邦晃，藤岡 秀平，後藤 良介，永井 裕己，山口 智広，佐藤 光史，本田 徹: “Ga-In-O 薄膜

のウェットエッチングプロセス検討”，第 62 回応用物理学会春季講演会，東海大学湘南キャンパス，

秦野，神奈川 (2015.3.11-14). 
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34. 星川 侑也，大澤 真弥，松本 雄大，尾沼 猛儀，山口 智広，本田 徹: “RF-MBE による窒化サファイ

ア基板上アルミニウム薄膜成長”，第 62 回応用物理学会春季講演会，東海大学湘南キャンパス，秦

野，神奈川 (2015.3.11-14). 

35. 角谷 正友，豊満 直樹，王 剣宇，Sang Liwen，関口 隆史，山口 智広，本田 徹: “InGaN 薄膜表面

に形成されたピットの CL と不純物の相関”，第 62 回応用物理学会春季講演会，東海大学湘南キャン

パス，秦野，神奈川 (2015.3.11-14). 

36. 渡邊 菜月，多次見 大樹，尾沼 猛儀，山口 智広，本田 徹，橋本 直樹，草部 一秀，王 科，吉川 

明彦: “六方晶 GaN 中に挿入した一分子層 InN の構造完全性による影響”，第 3 回応用物理学会結晶

工学分科会結晶工学未来塾，学習院大学，豊島区，東京 (2014.11.13). 

37. 豊満 直樹，Liwen Sang，Wang Jianyu，山口 智広，本田 徹，角谷 正友: “下地 GaN 層の歪みの異な

る GaInN 薄膜表面ピット形成と蛍光特性”，第 3 回応用物理学会結晶工学分科会結晶工学未来塾，

学習院大学，豊島区，東京 (2014.11.13). 

38. 尾沼 猛儀，山口 智広，伊藤 雄三，本田 徹，佐々木 公平，増井 建和，東脇 正高: “Ga2O3 基板の

光学特性評価“，ワイドギャップ半導体光・電子デバイス第 162 委員会第 91 回研究会「酸化物材料の

最近の進展」，京都大学東京オフィス，品川，東京 (2014.9.26). 

39. 尾沼 猛儀，杉浦 洋平，山口 智広，本田 徹，東脇 正高: “AlOx/AlN ヘテロ構造の発光特性”，第 75

回応用物理学会秋季学術講演会，北海道大学，札幌，北海道 (2014.9.17-20). 

40. 磯野 大樹，網谷 良介，杉浦 洋平，山口 智広，本田 徹: “n-GaN結晶のXPSスペクトルにおける内

殻準位ピーク非対称性の検討”，第 75 回応用物理学会秋季学術講演会，北海道大学，札幌，北海道 

(2014.9.17-20). 

41. 渡邉 悠斗，大澤 真弥，尾沼 猛儀，山口 智広，本田 徹: “疑似 Al 基板上 GaN 薄膜のフォトルミネッ

センス評価”，第 75 回応用物理学会秋季学術講演会，北海道大学，札幌，北海道 (2014.9.17-20). 

42. 大澤 真弥，渡邉 悠斗，尾沼 猛儀，山口 智広，本田 徹: “RF-MBE 法を用いた GaN 成長が疑似 Al

基板に与える影響”，第 75 回応用物理学会秋季学術講演会，北海道大学，札幌，北海道 

(2014.9.17-20). 

43. 田沼 圭亮，畠山 匠，尾沼 猛儀，山口 智広，窪谷 茂幸，片山 竜二，松岡 隆志，本田 徹: “Mist 

CVD 法を用いて製作した α-Al2O3 基板上 Ga-In-O 薄膜の評価”，第 75 回応用物理学会秋季学術講

演会，北海道大学，札幌，北海道 (2014.9.17-20). 
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93. 阿相英孝，大倉雅弘，田中洋臣，藤田昌弘，松村仁，小野幸子: “水酸化リチウムを用いて封孔した

アノード酸化ポーラスアルミナの構造と耐食性”，金属のアノード酸化皮膜の機能化部会 第 28 回神

戸コンファレンス，ホテル北野プラザ六甲荘，兵庫 (2011.11.10-11). 予稿集 p.97-98 

94. 小野幸子，阿相英孝: “アノード酸化皮膜ポーラス構造の素地組成依存性と樹脂接着強度への影

響”，金属のアノード酸化皮膜の機能化部会 第 28 回神戸コンファレンス，ホテル北野プラザ六甲荘，

兵庫 (2011.11.10-11). 予稿集 p.50-58 

95. 小林大記，阿相英孝，小野幸子: “アパタイト付与によるマグネシウムの耐食性の改善”，腐食防食協

会 第 58 回材料と環境討論会，名古屋大学，愛知 (2011.9.28-30). 講演集 p.361-362 

96. 小野田裕子，中野俊之，平田大裕，武井雅文，石山玉惠，阿相英孝，小野幸子: “アルミニウム合金

リン酸アノード酸化膜の接着強さと微細構造”，表面技術協会 第 124 回講演大会，名古屋大学，愛

知 (2011.9.21-22). 講演要旨集 p.94 

97. 檜垣知恵，阿相英孝，小野幸子: “ニオブアノード酸化皮膜の誘電特性に及ぼす有機溶媒添加の影

響”，表面技術協会 第 124 回講演大会，名古屋大学，愛知 (2011.9.21-22). 講演要旨集 p.92 
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98. 深尾智紀，佐藤芳輝，阿相英孝，小野幸子: “結晶性アルミニウムアノード酸化誘電体皮膜の漏れ電

流抑制に対するケイ酸ナトリウム電解液の効果”，表面技術協会 第 124 回講演大会，名古屋大学，

愛知 (2011.9.21-22). 講演要旨集 p.91 ＊3-1 

99. 増田達也，阿相英孝，原口智，新藤尊彦，窪谷悟，小野幸子: “孔径制御したアノード酸化ポーラスア

ルミナ皮膜の剥離条件の最適化”，電気化学秋季大会，朱鷺メッセ，新潟 (2011.9.9-11). 講演要旨

集 p.227 

100. 谷川博昭，阿相英孝，大野卓哉，久保田正広，小野幸子: “放電プラズマ焼結法により作製した Ti－

HAp 複合材料の特性に及ぼすミリング時間と HAp 添加量の影響”，第 1 回 軽金属学会関東支部若

手研究者育成特別研修会，(株)神戸製鋼所鬼怒川保養所，栃木 (2011.9.5-6).  

101. 福岡一統，阿相英孝，井口光冶，水野修，小野幸子: “マグネシウムの腐食耐性に対する再アノード

酸化の効果”，第 1 回 軽金属学会関東支部若手研究者育成特別研修会，(株)神戸製鋼所鬼怒川保

養所，栃木 (2011.9.5-6). 

102. 阿相英孝，小野幸子: “チタン多孔体の硬組織適合性に及ぼす生体活性化処理の効果”，第一回医

薬工 3 大包括連携推進シンポジウム，工学院大学，東京 (2011.7.9). 

103. 今村保忠，黒田雄士，阿相英孝，小野幸子: “表面微細構造による金属材料の生体適合性制御”，第

167 回 東京医科大学医学会総会，東京医科大学病院，東京 (2011.6.4). 

104. 阿相英孝，野村直洋，小野幸子: “ナノ・マイクロ複合周期を持つアノード酸化ポーラスアルミナ上へ

の水酸アパタイトの位置選択的析出”，無機マテリアル学会 第 122 回学術講演会，船橋市民文化創

造館，千葉 (2011.6.2-3). 講演要旨集 p.22-23 

105. 増田達也，阿相英孝，原口智，新藤尊彦，窪谷悟，小野幸子: “アノード酸化により孔周期を制御した

α-アルミナメンブレンの作製”，軽金属学会 第 120 回春期大会，名古屋大学，愛知 (2011.5.21-22). 

講演概要 p.421-422 

106. 阿相英孝，谷川博昭，大野卓哉，久保田正広，小野幸子: “Ti-HAp 複合材料の耐食性および生体親

和性におよぼすメカニカルアロイングの影響”，軽金属学会 第 120 回春期大会，名古屋大学，愛知 

(2011.5.21-22). 講演概要 p.21-22 

107. 福岡一統，阿相英孝，井口光治，水野修，小野幸子: “再アノード酸化によるマグネシウムアノード酸

化皮膜の耐食性改善”，軽金属学会 第 120 回春期大会，名古屋大学，愛知 (2011.5.21-22). 講演

概要 p.13-14 
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1. 高橋佳子，吉田直哉，山下仁大，大倉利典: “希土類一部置換 H＋伝導性 Narpsio 結晶化ガラスの合

成とイオン伝導性”，日本セラミックス協会 2016 年年会，東京 (2016.3). 

2. 太田勇希，吉田直哉，山下仁大，大倉利典: “Narpsio 結晶化ガラスの構造とイオン伝導特性に Li＋あ

るいは K＋添加が及ぼす影響”，日本セラミックス協会 2016 年年会，東京 (2016.3). 

3. 奥冨裕樹，吉田直哉，彭奇齢，叶深，大倉利典: “撥水性自己組織化単分子膜表面の動的濡れ性：

極性成分と液滴の粘性の影響”，日本セラミックス協会 2016 年年会，東京 (2016.3). 

4. 米倉佳祐，吉田直哉，大倉利典: “バナジウムドープリン酸三カルシウムの合成と光触媒活性”，第 22

回光触媒シンポジウム，野田 (2015.12). 

5. 渡辺好亮，吉田直哉，大倉利典: “Ag+, Fe3+添加セッコウの合成”，無機マテリアル学会第 131 回学術

講演会，名古屋 (2015.11). 

6. 米倉佳祐，吉田直哉，大倉利典: “バナジウムドープリン酸三カルシウムの光触媒活性”，第 25 回無

機リン化学討論会，米沢 (2015.9). 

7. 奥冨裕樹，吉田直哉，大倉利典: “撥水性自己組織化単分子膜表面の動的濡れ性に液滴の粘性が
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及ぼす影響”，日本セラミックス協会第 28 回秋季シンポジウム，富山 (2015.9). 

8. 奥冨裕樹，吉田直哉，大倉利典: “UV‐オゾン処理による撥水性自己組織化単分子膜表面の動的濡

れ性のコントロール”，無機マテリアル学会第 130 回学術講演会，習志野 (2015.6). 

9. 高橋佳子，吉田直哉，山下仁大，大倉利典: “希土類置換 Narpsio 超イオン伝導結晶化ガラスにおけ

るキャリアイオン交換の検討”，無機マテリアル学会第 130 回学術講演会，習志野 (2015.6). 

10. 堀内尚紘，＊龍楓，吉田直哉，大倉利典，山下仁大: “ケイ酸ナトリウムのゲルを経由して合成したナ

トリウムイオン伝導体”，粉体粉末冶金協会平成 27 年度春季大会（第 115 回講演大会），東京 

(2015.5). 

11. 中村勇二，吉田直哉，大倉利典: “リン酸カルシウム系光触媒薄膜の構造と物性に Ti4+及び Zn2+添加

が及ぼす影響”，日本セラミックス協会 2015 年年会，岡山 (2015.3). 

12. 太田勇希，吉田直哉，山下仁大，大倉利典: “K+添加 Narpsio 結晶化ガラスの合成と導電性評価”，日

本セラミックス協会 2015 年年会，岡山 (2015.3). 

13. 町田健太，阿相英孝，吉田直哉，大倉利典，小野幸子: “ナノ構造を付与したシリコン表面の静的およ

び動的濡れ性の評価”，電気化学会第 82 回大会，横浜 (2015.3). 

14. 中村勇二，吉田直哉，渡部俊也，大倉利典: “Ti4+及び Zn2+添加リン酸カルシウム系光触媒薄膜の合

成と評価”，第 21 回光触媒シンポジウム，東京 (2014.12). 

15. 町田健太，阿相英孝，吉田直哉，大倉利典，小野幸子: “シリコン表面に作製したナノサイズ構造の静

的および動的撥水性の評価”，第 6 回大学コンソーシアム八王子学生発表会，八王子 (2014.12). 

16. 折戸由貴，吉田直哉，大倉利典: “フッ化物イオンの液相中からの回収およびガラス固化処理の検

討”，第 6 回大学コンソーシアム八王子学生発表会，八王子 (2014.12). 

17. 渡辺好亮，吉田直哉，大倉利典: “Ag+置換セッコウの合成”，第 6 回大学コンソーシアム八王子学生

発表会，八王子 (2014.12). 

18. 太田勇希，吉田直哉，山下仁大，大倉利典: “アルカリ金属一部置換による新規 NASICON 型固体電

解質の合成”，無機マテリアル学会第 129 回学術講演会，佐賀 (2014.11). 

19. 町田健太，阿相英孝，吉田直哉，大倉利典，小野幸子: “Si のナノサイズ構造表面における濡れ性評

価”，第 31 回金属のアノード酸化皮膜の機能化部会（ARS）足柄コンファレンス，足柄 (2014.11). 

20. 折戸由貴，吉田直哉，大倉利典: “リン酸塩ガラスによる排水中のフッ化物イオンの回収とガラス固化

処理”，第 24 回無機リン化学討論会，高知 (2014.9). 

21. 中村勇二，吉田直哉，大倉利典: “Ti4+添加リン酸カルシウム系光触媒薄膜の合成と評価”，第 24 回

無機リン化学討論会，高知 (2014.9). 

22. 町田健太，阿相英孝，吉田直哉，大倉利典，小野幸子: “表面濡れ性に対する Si 微細構造の影響”，

表面技術大会第 130 回講演大会，京都 (2014.9). 

23. 深沢紀人，吉田直哉，大倉利典: “二次元逆オパール構造を用いた動的濡れ性評価”，日本セラミッ

クス協会第 27 回秋季シンポジウム，鹿児島 (2014.9). 

24. 横山千晃，吉田直哉，山下仁大，大倉利典: “Na5FeSi4O12 型イオン伝導性結晶化ガラスの合成”，日

本セラミックス協会第 27 回秋季シンポジウム，鹿児島 (2014.9). 

25. 深沢紀人，吉田直哉，大倉利典: “逆オパール型の表面構造による水滴付着性制御”，無機マテリア

ル学会第 128 回学術講演会，東京 (2014.6). 

26. 奥冨裕樹，吉田直哉，大倉利典: “水滴除去性を制御した撥水性コーティング”，無機マテリアル学会

第 128 回学術講演会，東京 (2014.6). 

27. 横山千晃，吉田直哉，山下仁大，大倉利典: “Dy，Eu 添加 NARPSIO 固体電解質の合成と導電性評

価”，無機マテリアル学会第 128 回学術講演会，東京 (2014.6). 

28. 松原圭佑，吉田直哉，大倉利典: “Eu3+-Dy3+共添加 NASICON 型結晶化ガラスの合成と添加量による



（様式 2） 
 

法人番号 131017 
プロジェクト番号 S1101005 

 
発光特性への影響”，日本セラミックス協会 2014 年年会，横浜 (2014.3). 

29. 門倉遼，吉田直哉，大倉利典: “マグネシアを用いた模擬放射性物質の回収及びリン酸塩ガラスを用

いたガラス固化処理”，日本セラミックス協会 2014 年年会，横浜 (2014.3). 

30. 中村勇二，吉田直哉，大倉利典: “光触媒活性を有する Ti 添加リン酸三カルシウムの合成”，日本セ

ラミックス協会 2014 年年会，横浜 (2014.3). 

31. 中村勇二，吉田直哉，渡部俊也，大倉利典: “Ti 添加リン酸三カルシウムの合成と光触媒活性評

価”，第 20 回光触媒シンポジウム，東京 (2013.12). 

32. 横山千晃，吉田直哉，大倉利典: “希土類一部置換 Na5YSi4O12 型 Na+超イオン伝導性ガラスセミックス

の導電性評価”，第 5 回大学コンソーシアム八王子学生発表会，八王子 (2013.12). 

33. 深沢紀人，吉田直哉，大倉利典: “自己集積化を利用した逆オパール構造を有する無機酸化物薄膜

の作製”，第 5 回大学コンソーシアム八王子学生発表会，八王子 (2013.12). 

34. 野崎浩佑，小泉弘樹，大倉利典，山下仁大，永井亜希子: “歯科用セラミックブロックの表面電荷が細

菌付着に与える影響”，第 35 回日本バイオマテリアル学会大会，東京 (2013.11). 

35. 吉田直哉，本井直輝，大倉利典: “ステンレス表面の滑水性制御”，無機マテリアル学会第 127 回学

術講演会，米沢 (2013.11). 

36. 中村勇二，吉田直哉，大倉利典: “Ti 置換 TCP の合成と光触媒活性”，無機マテリアル学会第 127 回

学術講演会，米沢 (2013.11). 

37. 高橋佳子，吉田直哉，山下仁大，大倉利典: “H+イオン交換 NARPSIO 結晶化ガラスの伝導性におよ

ぼす微構造の影響”，第 23 回無機リン化学討論会，松江 (2013.9). 

38. 松原圭佑，吉田直哉，大倉利典: “希土類添加 NARPSIO 結晶化ガラスの合成と添加量による発光特

性への影響”，第 23 回無機リン化学討論会，松江 (2013.9). 

39. 小泉弘樹，野崎浩佑，永井亜希子，吉田直哉，大倉利典，山下仁大: “分極結晶分散型ガラスの表面

特性と細菌付着の抑制”，日本セラミックス協会第 26 回秋季シンポジウム，長野 (2013.9). 

40. 吉田直哉，横川尚矢，＊野上尚希，＊益田直人，大倉利典: “MgO-P2O5 系ガラス表面における濡れ

性”，無機マテリアル学会第 127 回学術講演会，船橋 (2013.6). 

41. 和田徳雄，向川勝之，堀内尚紘，檜山哲夫，中村美穂，永井亜希子，大倉利典，山下仁大: “水酸ア

パタイトエレクトレット発電器の発電特性”，日本セラミックス協会 2013 年年会，東京 (2013.3). 

42. 門倉遼，吉田直哉，大倉利典: “マグネシウム化合物を用いたヨウ素の吸着及びリン酸塩ガラスを用

いた固化処理”，日本セラミックス協会 2013 年年会，東京 (2013.3). 

43. 加藤春樹，吉田直哉，山下仁大，大倉利典: “NASICON 型結晶化ガラスのキャリアーイオン交換と導

電性評価”，日本セラミックス協会 2013 年年会，東京 (2013.3). 

44. 大倉利典，吉田直哉: “電池構成材料としての新規固体電解質（超イオン伝導体）の開発”，第 9 回国

際水素･燃料電池展 (FC EXPO 2013) 研究発表大会，東京 (2013.3). 

45. 中村勇二，吉田直哉，宮下昌伸，渡部俊也，大倉利典: “Ti ドープリン酸カルシウム系光触媒薄膜の

構造と表面物性”，第 19 回光触媒シンポジウム，東京 (2012.12). 

46. 松原圭佑，吉田直哉，大倉利典: “イオン伝導性結晶化ガラスを用いた蛍光センサー材料の開発”，

第 4 回大学コンソーシアム八王子学生発表会，八王子 (2012.12). 

47. 小泉弘樹，野崎浩佑，永井亜希子，大倉利典，山下仁大: “分極陶材上における口腔内細菌の挙

動”，日本セラミックス協会第 16 回生体関連セラミックス討論会，津田沼 (2012.11). 

48. 松原圭佑，吉田直哉，大倉利典: “希土類賦活 NASICON 型ガラスセラミックス蛍光体の合成と発光特

性”，無機マテリアル学会第 125 回学術講演会，名古屋 (2012.11). 

49. 中村勇二，吉田直哉，宮下昌伸，渡部俊也，大倉利典: “Ti 含有アモルファスリン酸カルシウム系光

触媒薄膜の合成と構造”，無機マテリアル学会第 125 回学術講演会，名古屋 (2012.11). 
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50. 吉田直哉，白井嵩義，野口佳孝，大倉利典: “セッコウ-リン酸ガラス複合体の作製と表面物性”，第

22 回無機リン化学討論会，神戸 (2012.9). 

51. 向川勝之，和田徳雄，堀内尚紘，檜山哲夫，中村美穂，永井亜希子，大倉利典，山下仁大: “水酸ア

パタイトエレクトレットによる発電特性”，第 22 回無機リン化学討論会，神戸 (2012.9). 

52. 加藤春樹，吉田直哉，山下仁大，大倉利典: “Na2O-Y2O3-P2O5-SiO2 系 Na+ 導電性結晶化ガラスのキ

ャリアーイオン交換と導電性評価”，第 22 回無機リン化学討論会，神戸 (2012.9). 

53. 門倉遼，吉田直哉，大倉利典: “放射性ヨウ素をターゲットとしたマグネシウム化合物によるヨウ素吸
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p.56-57 

106. 菅原康祐，阿相英孝，小野幸子: “局所アノード酸化により作製したアノード酸化アルミナパターン上

へのカルシウム塩の位置選択的析出”，無機マテリアル学会 第 124 回学術講演会，船橋市民文化

創造館，千葉 (2012.6.7). p.10-11 

107. 諸貫修一，福岡一統，阿相英孝，井口光治，水野修，小野幸子: “マグネシウムアノード酸化皮膜の

構造と耐食性に及ぼす二次処理の効果”，軽金属学会 第 122 回春季大会，九州大学，福岡 

(2012.5.19). p.359-360 

108. 深尾智紀，阿相英孝，小野幸子: “ケイ酸ナトリウム電解液を用いた結晶性アルミニウムアノード酸化

皮膜の構造と誘電特性”，軽金属学会 第 122 回春季大会，九州大学，福岡 (2012.5.19). p.113-114 

*3-3 

109. 中谷まどか，阿相英孝，小野幸子: “SUS304 ステンレス鋼上への黒色皮膜の作製”，腐食防食協会 

材料と環境 2012，早稲田大学，東京 (2012.4.27). p.181-182 

110. 小林大記，阿相英孝，小野幸子: “交互浸漬法によりアパタイトを付与したマグネシウムの耐食性及

び生体親和性”，腐食防食協会 材料と環境 2012，早稲田大学，東京 (2012.4.26). p.117-118 

111. F. Rashidi, H. Asoh and S. Ono: “Thermal Stability and Regularity of Nano-Porous Anodic Alumina 

Membrane Formed on Recrystallized Aluminum”，電気化学会 第 79 回大会，アクトシティ浜松，静岡 

(2012.3.31). p.210 

112. 増田達也，阿相英孝，原口智，小野幸子: “ナノポーラス構造を持つアノード酸化 α-アルミナメンブレ

ンの特性評価”，電気化学会 第 79 回大会，アクトシティ浜松，静岡 (2012.3.29). p.468 

113. 羽野修平，大友順一郎，大島義人，阿相英孝，小野幸子: “構造制御に着目した無機 p-i-n 型太陽電

池の作製と特性評価”，化学工学会 第 77 年会，工学院大学，東京 (2012.3.15).  

114. 阿相英孝，本藤直樹，福岡一統，小野幸子: “2 次電解によるマグネシウムアノード酸化皮膜の封孔

挙動”，表面技術協会 第 125 回講演大会，東京都市大学，東京 (2012.3.13-14). 講演要旨集 p. 199 

115. 檜垣知恵，阿相英孝，小野幸子: “ニオブアノード酸化皮膜の光応答性に及ぼす窒素および炭素混入

の影響”，表面技術協会 第 125 回講演大会，東京都市大学，東京 (2012.3.13-14). 講演要旨集 p. 

195 *3-3 

116. Y. C. Yang, D. Tian, H. Cheng, H. Asoh and S. Ono: “Fabrication of TiO2 nanopillar arrays by ALD using 

porous alumina template”，表面技術協会 第 125 回講演大会，東京都市大学，東京 (2012.3.13-14). 

講演要旨集 p. 95 

117. 小野幸子: “酸化物薄膜と材料表面の特性・構造・組成解析”，表面技術協会 第 125 回講演大会，東

京都市大学，東京 (2012.3.13-14). 講演要旨集 p. 294-296 *3-3 
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118. 小野幸子，小林大記，阿相英孝: “生体吸収材料としてのマグネシウムへのアパタイト付与と擬似体

液中における耐食性制御”，第 2 回医薬工 3 大学包括連携推進シンポジウム，東京医科大学病院，

東京 (2012.3.10).  

119. 小野幸子: “アルミニウムアノード酸化皮膜封孔処理 封孔メカニズムと最近の技術の進歩 “，

SURTECH 2012 表面技術要素展，東京ビッグサイト，東京 (2012.2.15-17). 

120. 小林大記，阿相英孝，小野幸子: “交互浸漬法によりアパタイトを付与したマグネシウムの生体親和

性”，無機マテリアル学会 第 123 回学術講演会，アバンセホール，佐賀 (2011.11.17-18). 講演要旨

集 p.20-21 

121. 深尾智紀，阿相英孝，小野幸子: “結晶性アノード酸化アルミナ皮膜の誘電特性と漏れ電流の制

御”，軽金属学会 第 121 回秋季大会，早稲田大学，東京 (2011.11.12-13). 講演概要 p.377-378 

*3-3 

122. 阿相英孝，大倉雅弘，田中洋臣，藤田昌弘，松村仁，小野幸子: “アルミニウムアノード酸化皮膜の耐

食性に及ぼす水酸化リチウム封孔の効果”，軽金属学会 第 121 回秋季大会，早稲田大学，東京 

(2011.11.12-13). 講演概要 p.151-152 

123. 中谷まどか，阿相英孝，小野幸子: “ステンレス基板上への黒色皮膜作製”，金属のアノード酸化皮膜

の機能化部会 第 28 回神戸コンファレンス，ホテル北野プラザ六甲荘，兵庫 (2011.11.10-11). 予稿

集 p.104 

124. 檜垣知恵，阿相英孝，小野幸子: “ニオブアノード酸化皮膜の誘電特性に及ぼす有機溶媒種の影

響”，金属のアノード酸化皮膜の機能化部会 第 28 回神戸コンファレンス，ホテル北野プラザ六甲荘，

兵庫 (2011.11.10-11). 予稿集 p.103 *3-3 

125. 増田達也，阿相英孝，小野幸子: “孔径制御した α-アルミナメンブレンの作製”，金属のアノード酸化

皮膜の機能化部会 第 28 回神戸コンファレンス，ホテル北野プラザ六甲荘，兵庫 (2011.11.10-11). 

予稿集 p.99-100 

126. 阿相英孝，大倉雅弘，田中洋臣，藤田昌弘，松村仁，小野幸子: “水酸化リチウムを用いて封孔した

アノード酸化ポーラスアルミナの構造と耐食性”，金属のアノード酸化皮膜の機能化部会 第 28 回神

戸コンファレンス，ホテル北野プラザ六甲荘，兵庫 (2011.11.10-11). 予稿集 p.97-98 

127. 小野幸子，阿相英孝: “アノード酸化皮膜ポーラス構造の素地組成依存性と樹脂接着強度への影

響”，金属のアノード酸化皮膜の機能化部会 第 28 回神戸コンファレンス，ホテル北野プラザ六甲荘，

兵庫 (2011.11.10-11). 予稿集 p.50-58 

128. 小林大記，阿相英孝，小野幸子: “アパタイト付与によるマグネシウムの耐食性の改善”，腐食防食協

会 第 58 回材料と環境討論会，名古屋大学，愛知 (2011.9.28-30). 講演集 p.361-362 

129. 小野田裕子，中野俊之，平田大裕，武井雅文，石山玉惠，阿相英孝，小野幸子: “アルミニウム合金

リン酸アノード酸化膜の接着強さと微細構造”，表面技術協会 第 124 回講演大会，名古屋大学，愛

知 (2011.9.21-22). 講演要旨集 p.94 

130. 檜垣知恵，阿相英孝，小野幸子: “ニオブアノード酸化皮膜の誘電特性に及ぼす有機溶媒添加の影

響”，表面技術協会 第 124 回講演大会，名古屋大学，愛知 (2011.9.21-22). 講演要旨集 p.92 *3-3 

131. 深尾智紀，佐藤芳輝，阿相英孝，小野幸子: “結晶性アルミニウムアノード酸化誘電体皮膜の漏れ電

流抑制に対するケイ酸ナトリウム電解液の効果”，表面技術協会 第 124 回講演大会，名古屋大学，

愛知 (2011.9.21-22). 講演要旨集 p.91 *3-3 

132. 増田達也，阿相英孝，原口智，新藤尊彦，窪谷悟，小野幸子: “孔径制御したアノード酸化ポーラスア

ルミナ皮膜の剥離条件の最適化”，電気化学秋季大会，朱鷺メッセ，新潟 (2011.9.9-11). 講演要旨

集 p.227 

133. 谷川博昭，阿相英孝，大野卓哉，久保田正広，小野幸子: “放電プラズマ焼結法により作製した Ti－
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HAp 複合材料の特性に及ぼすミリング時間と HAp 添加量の影響”，第 1 回 軽金属学会関東支部若

手研究者育成特別研修会，(株)神戸製鋼所鬼怒川保養所，栃木 (2011.9.5-6).  

134. 福岡一統，阿相英孝，井口光冶，水野修，小野幸子: “マグネシウムの腐食耐性に対する再アノード

酸化の効果”，第 1 回 軽金属学会関東支部若手研究者育成特別研修会，(株)神戸製鋼所鬼怒川保

養所，栃木 (2011.9.5-6). 

135. 小野幸子: “アルマイトの基礎理論と応用技術”，第 31 回ライトメタル表面技術部会サマーセミナー，

工学院大学，東京 (2011.7.12). 講演予稿集 p.30-35 

136. 阿相英孝，小野幸子: “チタン多孔体の硬組織適合性に及ぼす生体活性化処理の効果”，第一回医

薬工 3 大包括連携推進シンポジウム，工学院大学，東京 (2011.7.9). 

137. 今村保忠，黒田雄士，阿相英孝，小野幸子: “表面微細構造による金属材料の生体適合性制御”，第

167 回 東京医科大学医学会総会，東京医科大学病院，東京 (2011.6.4). 

138. 阿相英孝，野村直洋，小野幸子: “ナノ・マイクロ複合周期を持つアノード酸化ポーラスアルミナ上へ

の水酸アパタイトの位置選択的析出”，無機マテリアル学会 第 122 回学術講演会，船橋市民文化創

造館，千葉 (2011.6.2-3). 講演要旨集 p.22-23 

139. 増田達也，阿相英孝，原口智，新藤尊彦，窪谷悟，小野幸子: “アノード酸化により孔周期を制御した

α-アルミナメンブレンの作製”，軽金属学会 第 120 回春期大会，名古屋大学，愛知 (2011.5.21-22). 

講演概要 p.421-422 

140. 阿相英孝，谷川博昭，大野卓哉，久保田正広，小野幸子: “Ti-HAp 複合材料の耐食性および生体親

和性におよぼすメカニカルアロイングの影響”，軽金属学会 第 120 回春期大会，名古屋大学，愛知 

(2011.5.21-22). 講演概要 p.21-22 

141. 福岡一統，阿相英孝，井口光治，水野修，小野幸子: “再アノード酸化によるマグネシウムアノード酸

化皮膜の耐食性改善”，軽金属学会 第 120 回春期大会，名古屋大学，愛知 (2011.5.21-22). 講演

概要 p.13-14 

 

<3-4> *3-4 

1. 長本英俊，木下賢治，溝口健作: “SOFC ペロブスカイト電極の酸素表面拡散能と電極特性”，化学工

学会盛岡大会，盛岡 (2013.8). 

 

<4-1> *4-1 

1. 土屋友一，鷹野一朗: “積層型 Cu2O/NiO/TiO2 固体色素増感太陽電池の効率改善”，表面技術協会

第 133 回講演大会，早稲田大学理工学部 (2016.3.22). 

2. 相馬俊也，鷹野一朗: “反応性スパッタリング法により作製された TiO2/Cu2O 薄膜の NiO，TaON 挿入

効果”，表面技術協会第 133 回講演大会，早稲田大学理工学部 (2016.3.22). 

3. 井上剛志，鷹野一朗: ”He＋イオンアシストにより低温形成した炭素薄膜の基板冷却温度・導入ガス比

依存性”，表面技術協会第 133 回講演大会，早稲田大学理工学部 (2016.3.22). 

4. 山下裕貴，林知樹，鷹野一朗: “低温冷却した PTFE への Ar＋イオンビーム照射“，表面技術協会第

133 回講演大会，早稲田大学理工学部 (2016.3.22). 

5. 川口天文，鷹野一朗: “反応性スパッタリング法による TiO2 をベースとした温湿度センサの検討”，表

面技術協会第 133 回講演大会，早稲田大学理工学部 (2016.3.22). 

6. 土屋友一，鷹野一朗: “反応性スパッタリング法により作製された Cu2O/NiO/TiO2 太陽電池における

TiO2 層の影響”，第 56 回真空に関する連合講演会，つくば国際会議場 (2015.12.1). 

7. 相馬俊也，鷹野一朗: “反応性スパッタリング法により作製された TiO2/TaON/Cu2O 薄膜の光触媒に

対する TaON 層の効果”，第 56 回真空に関する連合講演会，つくば国際会議場 (2015.12.1). 
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8. 井上剛志，鷹野一朗: “イオンビームアシスト法により低温形成した炭素薄膜の導入ガス比依存性”，

第 56 回真空に関する連合講演会，つくば国際会議場 (2015.12.1). 

9. 土屋友一，鷹野一朗: ”反応性スパッタリング法により作製された Cu2O/TiO2 太陽電池の効率改善”，

電気学会基礎材料・共通・部門大会，金沢大学 (2015.9.18). 

10. 相馬俊也，鷹野一朗: “反応性スパッタリング法により作製された TiO2/NiO/Cu2O 薄膜の光触媒効

果”，電気学会基礎材料・共通・部門大会，金沢大学 (2015.9.18). 

11. 井上剛志，鷹野一朗: “イオンビームアシストにより作製した DLC 薄膜の抵抗率制御”，電気学会基礎

材料・共通・部門大会，金沢大学 (2015.9.18). 

12. 土屋友一，鷹野一朗: “反応性スパッタリング法により作製された Cu2O/NiO/TiO2 太陽電池における

膜厚の影響”，表面技術協会第 132 回講演大会，信州大学 (2015.9.10). 

13. 相馬俊也，鷹野一朗: “反応性スパッタリング法により作製された TaON 薄膜の光触媒特性”，表面技

術協会第 132 回講演大会，信州大学 (2015.9.10). 

14. 井上剛志，鷹野一朗: “イオンビームアシストにより作製した炭素薄膜の N2
+イオンアシストにより作製

した金属添加 DLC 薄膜の機械的・電気的特性”，表面技術協会第 132 回講演大会，信州大学 

(2015.9.9). 

15. 鈴木陸，鷹野一朗: “NTA ガラスの電気的特性評価”，電気学会東京支部カンファレンス主催第 5 回

学生研究発表会，早稲田大学理工学部 (2015.8.31). 

16. 碓井大二朗，鷹野一朗: “反応性スパッタリング法により作製された Cu 酸化物薄膜の色特性”，電気

学会東京支部カンファレンス主催第 5 回学生研究発表会，早稲田大学理工学部 (2015.8.31). 

17. 大平将，鷹野一朗: “TiO2 薄膜の光触媒特性における電解・磁界印加効果”，電気学会東京支部カン

ファレンス主催第 5 回学生研究発表会，早稲田大学理工学部 (2015.8.31). 

18. 川口天文，鷹野一朗: “TiO2 をベースとした薄膜温湿度センサの開発”，電気学会東京支部カンファレ

ンス主催第 5 回学生研究発表会，早稲田大学理工学部 (2015.8.31). 

19. 原口慎也，鷹野一朗: “イオンビームアシスタ反応性蒸着による生分解性樹脂上への TiO2 薄膜の低

温形成”，電気学会東京支部カンファレンス主催第 5 回学生研究発表会，早稲田大学理工学部 

(2015.8.31). 

20. 高橋昌宏，鷹野一朗: “イオンビームアシスト法による DLC 薄膜の低温形成”，電気学会東京支部カ

ンファレンス主催第 5 回学生研究発表会，早稲田大学理工学部 (2015.8.31). 

21. 土屋友一，鷹野一朗: “積層型 Cu2O/NiO/TiO2 固体色素増感太陽電池の作製と評価”，平成 27 年度

日本材料科学会講演会，工学院大学 (2015.6.5). 

22. 井上剛志，鷹野一朗: “N2
+イオンアシストにより作製した金属添加 DLC 薄膜の抵抗制御”，平成 27 年

度日本材料科学会講演会，工学院大学 (2015.6.5). 

23. 相馬俊也，鷹野一朗: “反応性スパッタリング法による酸化タンタル薄膜の作製と特性評価”，平成 27

年度日本材料科学会，工学院大学 (2015.6.5). 

24. 鷹野一朗: “イオンビームを用いた薄膜形成と表面改質”，日本真空学会産学連携委員会平成27年3 

月例会第 280 回，機械振興会館 (2015.3.17). 

25. 相馬俊也，鷹野一朗: “反応性スパッタリング法により作製された酸化タンタルの光機能特性”，表面

技術協会第 131 回講演大会，関東学院大学 (2015.3.4). 

26. 井上剛志，鷹野一朗: “N2
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2012-094914，出願者: 小野幸子，昭和電工 
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The 14th International Symposium on Advanced Technology, Kogakuin University (2015.11). 

2. 佐藤利春: “第 31 回新材料工学研究会 國尾賞”，新材料工学研究会 (2015.9). 

3. 瀬川瑞貴: “第 6 回大学コンソーシアム八王子学生発表会準優秀賞”，大学コンソーシアム八王子 

(2014.12). 

4. Toshiharu Sato: “2014 Joint Symposia The 1st Innovation Forum of Advanced Engineering Education 

The 21st International SPACC Symposium Poster Award”, Kogakuin University (2013.12). 

5. 佐藤利春: “第 5 回大学コンソーシアム八王子学生発表会優秀賞”，大学コンソーシアム八王子 

(2013.12). 

6. 高橋昌大: “平成 25 年度学術講演大会 若手奨励賞”，日本材料科学会 (2013.6). 

7. 高野 直樹: “第 21 回日本 MRS 学術シンポジウム奨励賞”，日本 MRS (2011.12). 

 

<3-1> 

1. 山田航平: “優秀ポスター発表賞”，公益社団法人日本化学会主催第 5 回 CSJ 化学フェスタ 2015 

(2015.11.12). 

2. 伊藤大喜: “学生優秀講演賞”，一般社団法人表面技術協会第 132 回講演大会 (2015.11.10). 

3. 伊藤大喜: “Student Poster Session Award (1st place-Solid State)”，第 228 回アメリカ電気化学会 

(2015.10.14). 

4. 町田健太: “Student Poster Session Award (2nd place-Solid State)”，第 228 回アメリカ電気化学会 

(2015.10.14). 

5. 栗原綾香: “関東支部長賞”，“最優秀女性講演者賞”，“最優秀聴講者賞”，一般社団法人軽金属学

会関東支部主催 2015 年度若手研究者育成研修会 (2015.8.30). 

6. 増田達也: “大学院生優秀論文賞”，工学院大学大学院学位授与式 (2015.3.20). 

7. 町田健太: “産業提案部門 口頭発表準優秀賞”，第 6 回大学コンソーシアム八王子学生発表会 

(2014.12.6). 

8. 伊藤大喜: “ポスター賞”，金属のアノード酸化皮膜の機能化部会 第 31 回 ARS 足柄コンファレンス 

(2014.11.20). 

9. 伊藤大喜: “優秀ポスター発表賞”，CSJ 化学フェスタ 2014 (2014.11.11). 

10. 阿相英孝: “軽金属学会第 13 回軽金属躍進賞”，一般社団法人軽金属学会 (2014.11.15). ＊3-1 

11. 栗原綾香: “Poster Award” The 1st Innovation Forum of Advanced Engineering Education (2014.11.2). 

12. 栗原綾香: “関東支部特別賞”，“優秀女性ポスター賞”，一般社団法人軽金属学会関東支部 第 4 回

若手研究者ポスター発表会 (2014.8.21). 

13. 増田達也: “関東支部賞”，一般社団法人軽金属学会関東支部 第 4 回若手研究者ポスター発表会 

(2014.8.21). 

14. 鈴木裕太: “BEST POSTER AWARD”, 2nd International Symposium on Anodizing Science and 

Technology (2014.6.6). 
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15. 小林 渉: “平成 25 年度軽金属希望の星賞”，一般社団法人軽金属学会 (2014.1.31). 

16. 小林大記: “平成 24 年度軽金属希望の星賞”，一般社団法人軽金属学会 (2013.1.31). 

17. 中谷まどか: “Honorable mention award of poster competition”, 2012 International Symposium on 

Nano Science and Technology (2012.11.09). 

18. 中谷まどか: “Best Poster Award”, The 11th International Symposium on Advanced Technology 

(2012.10.30). 

19. 小林 渉: “最優秀ポスター賞”，軽金属学会関東支部第 3 回若手研究者ポスター発表会 (2012.8.8). 

20. 増田達也: “平成 23 年度軽金属希望の星賞”，一般社団法人軽金属学会 (2012.1.30). 

21. 増田達也: “Poster presentation prize”, The 10th International Symposium on Advanced Technology 

(2011.11.18). 

22. 谷川博昭: “Poster presentation prize”, The 10th International Symposium on Advanced Technology 

(2011.11.18). 

23. 小林大記: “講演奨励賞”，無機マテリアル学会第 123 回学術講演会 (2011.11.17). 

24. 深尾智紀: “優秀ポスター賞”，軽金属学会第 121 回秋期大会 (2011.11.12). ＊3-1 

25. 増田達也: “優秀ポスター賞”，軽金属学会第 120 回春期大会 (2011.5.21). 

 

<3-2> 

1. Kenta Machida: “Student Poster Session Awards: Evaluation of Dynamic Hydrophobicity of 

Nanoporous Silicon Surfaces Prepared by Metal-Assisted Chemical Etching”, The 228th 

Electrochemical Society Meeting, Phoenix (2015.10). 

2. 町田健太: “準優秀賞: シリコン表面に作製したナノサイズ構造の静的および動的撥水性の評価”，第

6 回大学コンソーシアム八王子学生発表会，八王子 (2014.12). 

3. 松原圭佑: “準優秀賞: イオン伝導性結晶化ガラスを用いた蛍光センサー材料の開発”，第 4 回大学

コンソーシアム八王子学生発表会，八王子 (2012.12). 

4. 加藤春樹: “若手優秀発表賞: Na2O-Y2O3-P2O5-SiO2 系 Na+導電性結晶化ガラスのキャリアーイオン

交換と導電性評価”，日本無機リン化学会第 22 回無機リン化学討論会，神戸 (2012.9). 

 

<3-3> 

1. 山田航平: “優秀ポスター発表賞”，公益社団法人日本化学会主催第 5 回 CSJ 化学フェスタ 2015 

(2015.11.12). 

2. 伊藤大喜: “学生優秀講演賞”，一般社団法人表面技術協会第 132 回講演大会 (2015.11.10). 

3. 伊藤大喜: “Student Poster Session Award (1st place-Solid State)”，第 228 回アメリカ電気化学会 

(2015.10.14). 

4. 町田健太: “Student Poster Session Award (2nd place-Solid State)”，第 228 回アメリカ電気化学会 

(2015.10.14). 

5. 栗原綾香: “関東支部長賞”，“最優秀女性講演者賞”，“最優秀聴講者賞”，一般社団法人軽金属学

会関東支部主催 2015 年度若手研究者育成研修会 (2015.8.30). 

6. 増田達也: “大学院生優秀論文賞”，工学院大学大学院学位授与式 (2015.3.20). *3-3 

7. 小野幸子: “電気化学会功績賞”，公益社団法人電気化学会 (2015.3.16). *3-3 

8. 町田健太: “産業提案部門 口頭発表準優秀賞”，第 6 回大学コンソーシアム八王子学生発表会 

(2014.12.6). 

9. 伊藤大喜: “ポスター賞”，金属のアノード酸化皮膜の機能化部会 第 31 回 ARS 足柄コンファレンス 

(2014.11.20). 



（様式 2） 
 

法人番号 131017 
プロジェクト番号 S1101005 

 
10. 伊藤大喜: “優秀ポスター発表賞”，CSJ 化学フェスタ 2014 (2014.11.11). 

11. 栗原綾香: “Poster Award” The 1st Innovation Forum of Advanced Engineering Education (2014.11.2). 

12. 栗原綾香: “関東支部特別賞”，“優秀女性ポスター賞”，一般社団法人軽金属学会関東支部 第 4 回

若手研究者ポスター発表会 (2014.8.21). 

13. 増田達也: “関東支部賞”，一般社団法人軽金属学会関東支部 第 4 回若手研究者ポスター発表会 

(2014.8.21). 

14. 鈴木裕太: “BEST POSTER AWARD”, 2nd International Symposium on Anodizing Science and 

Technology (2014.6.6). 

15. 小林 渉: “平成 25 年度軽金属希望の星賞”，一般社団法人軽金属学会 (2014.1.31). *3-3 

16. 菅 原 康 祐 : “Excellent Poster”, The 12th International Symposium on Advanced Technology 

(2013.11.14). 

17. 小林 渉: “優秀ポスター発表賞”，第 3 回 CSJ 化学フェスタ 2013 (2013.11.11). 

18. 小林 渉: “ポスター賞”，金属のアノード酸化皮膜の機能化部会 第 30 回弘前コンファレンス 

(2013.11.7). 

19. 小林 渉: “優秀研究講演賞，最優秀聴講者賞”，軽金属学会関東支部平成 25 年度若手研究者育成

研修会 (2013.9.23). 

20. 小林大記: “平成 24 年度軽金属希望の星賞”，一般社団法人軽金属学会 (2013.1.31). 

21. 中谷まどか: “Honorable mention award of poster competition”, 2012 International Symposium on 

Nano Science and Technology (2012.11.09). 

22. 中谷まどか: “Best Poster Award”, The 11th International Symposium on Advanced Technology 

(2012.10.30). 

23. 小鷹俊介: “Second Place”, 2012 International Metallographic Contest Class 4:Electron Microscopy 

Scanning (2012.10.15). 

24. 小林 渉: “最優秀ポスター賞”，軽金属学会関東支部第 3 回若手研究者ポスター発表会 (2012.8.8). 

25. 小野幸子: “無機マテリアル学会平成 24 年度学術賞: 自発的秩序構造を利用した湿式プロセスに基

づく金属および半導体の表面特性制御に関する研究”，無機マテリアル学会 (2012.6.7). 

26. 小野幸子: “第 10 回軽金属功績賞”，軽金属学会 (2012.5.19). 

27. 岩田 惇: “第 62 回金属組織写真奨励賞走査型電子顕微鏡部門”，日本金属学会 2012 春季大会 

(2012.3.28). 

28. 小鷹俊介: “第 62 回金属組織写真最優秀賞走査型電子顕微鏡部門”，日本金属学会 2012 春季大会 

(2012.3.28). 

29. 増田達也: “平成 23 年度軽金属希望の星賞”，一般社団法人軽金属学会 (2012.1.30). 

30. 増田達也: “Poster presentation prize”, The 10th International Symposium on Advanced Technology 

(2011.11.18). 

31. 谷川博昭: “Poster presentation prize”, The 10th International Symposium on Advanced Technology 

(2011.11.18). 

32. 小林大記: “講演奨励賞”，無機マテリアル学会第 123 回学術講演会 (2011.11.17). 

33. 深尾智紀: “優秀ポスター賞”，軽金属学会第 121 回秋期大会 (2011.11.12).  

34. 増田達也: “優秀ポスター賞”，軽金属学会第 120 回春期大会 (2011.5.21). 

 

<4-1> 

1. 原口慎也: “優秀発表: イオンビームアシスト反応性蒸着法による生分解性樹脂上への TiO2 薄膜の

低温形成”，電気学会東京支部第 6 回学生研究発表会，早稲田大学 西早稲田キャンパス 
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(2015.8.31). 

2. 鈴木 陸: “優秀発表: NTA ガラスの電気的特性評価”，電気学会東京支部第 6 回学生研究発表会，

早稲田大学 西早稲田キャンパス (2015.8.31). 

3. 井上剛志: “第 21 回学術奨励講演賞: N2
+イオンアシストにより作製した金属添加 DLC 薄膜の機械的・

電気的特性”，表面技術協会第 131 回講演大会，関東学院大学 (2015.3.5). 

4. 山田未希子: “優秀賞: NTA 導電性ガラスの発熱特性”，第 6 回大学コンソーシアム八王子学生発表

会，八王子市学園都市センター (2014.12.6). 

5. 井上剛志: “優秀賞: N2
+イオンアシストにより作製した DLC 薄膜のトライボロジー特性”，第 6 回大学コ

ンソーシアム八王子学生発表会，八王子市学園都市センター (2014.12.6). 

6. 土屋友一: “優秀発表賞: TiO2 薄膜を用いた固体色素増感太陽電池の起電力特性の改善”，電気学

会東京支部カンファレンス学生研究発表会，早稲田大学理工学部 (2014.9.1). 

7. 中嶋拓未: “第 20 回学術奨励講演賞: TiO2 をベースとした pn 接合型酸化物半導体薄膜の光機能特

性”，一般社団法人表面技術協会，東京理科大学 野田キャンパス (2014.3.14). 

8. 中嶋拓未: “第 19 回学術奨励講演賞: 積層型 TiO2/TiN/Cu2O 薄膜の光機能特性における TiN 膜厚

依存性”， 一般社団法人表面技術協会，日本工業大学 宮代キャンパス (2013.3.18). 

9. 豊田亜貴子: “優秀論文発表賞: ヘリコンスパッタ法による TiO2 薄膜の磁場印加における光機能特

性”，平成 24 年電気学会基礎・材料・共通部門大会，秋田大学 手形キャンパス (2012.9.20). 

10. 中嶋拓未: “優秀賞: 積層型 TiO2/Cu2O 薄膜の光機能特性における TiO2 膜厚依存性”，第 3 回大学

コンソーシアム八王子学生発表会，八王子市学園都市センター (2011.12.3). 

11. Haider A. Shukur: “Award for Encouragement of Research in Thin Films: Photoconductive Property of 

TiO2 Thin Films Prepared by Reactive Magnetron Sputtering”, 15th International Conference on Thin 

Films (ICTF-15), Kyoto TERRSA (2011.11.10). O-S10-03 

12. Miki Matsuura: “Award for Encouragement of Research in Thin Films: The Repellency of PTFE 

Surface Modified by Ion Beam Irradiation and Vacuum Evaporation”, 15th International Conference on 

Thin Films (ICTF-15), Kyoto TERRSA (2011.11.10). P-S7-34 

 
 

Ⅲ．中高校生に対する支援 
<1-1> 

1. 栃木県理科教育推進協議会 SPP 夏期集中講義: ”透明な太陽電池を作る” (2011.8.10-13) 

 

<1-1-1> 

1. 栃木県理科教育推進協議会 SPP 夏期集中講義: ”透明な太陽電池を作る” (2011.8.10-13) 

 

<3-1> 

1. 2012 年 7 月，工学院大学付属高校生への短期研究室配属研修を行った。研修タイトルは「ナノテクで

最先端の研究を知ろう」で，金属の電解による酸化皮膜の作製とその構造の走査型電子顕微鏡によ

る観察を指導し，大変貴重な学びの機会になったと感謝された。 

 

<3-2> 

1. 大倉利典: “東京都立永山高等学校 大学模擬授業: 未来を拓く新素材セラミックス”，講師，東京都

立永山高等学校 (2014.11). 

2. 大倉利典: “私立湘南学院高等学校 大学模擬授業: 環境にやさしいガラス”，講師，私立湘南学院
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高等学校 (2011.10). 

 

<3-3> 

1. 2012 年 7 月，工学院大学付属高校生への短期研究室配属研修を行った。研修タイトルは「ナノテクで

最先端の研究を知ろう」で，金属の電解による酸化皮膜の作製とその構造の走査型電子顕微鏡によ

る観察を指導し，大変貴重な学びの機会になったと感謝された。 

 

<4-2> 

1. ECEC にて担当する研究テーマに，工学院大学の中・高大院連携協定校である学校法人大妻学園・

大妻嵐山中・高等学校の教諭研修見学を受け入れた。また，同校生徒の自主研究（SPP）の一環とし

て来学，実験実習を行った。 

2. ECECにて担当する研究テーマに，ロータリークラブ受け入れ留学生（トルコ・高等学校生徒）を研究イ

ンターンシップ（体験研修）の一環として受け入れた。 

3. ECEC にて担当する研究テーマに，工学院大学の中・高大院連携協定校である学校法人文京学院大

学女子中・高等学校の教諭研修見学を受け入れたと共に，今後，生徒の自主研究（SPP）の一環とし

て来学受け入れを協議中。 

4. ECEC にて担当する研究テーマに，工学院大学の中・高大院連携協定校である栃木県理科教育推進

協議会に所属する高等学校の教諭研修見学を受け入れたと共に，生徒の自主研究（SPP）の一環と

して来学を受け入れた。 

 
 
Ⅳ．産学連携事業 （プロジェクト間の連携が進んでいるため，重複する部分を含む。< >は

小課題番号） 

 

< 3-1 > 

1. 日本ケミコン株式会社: “電解コンデンサの特性向上” (2011 -2015). 

2. 株式会社カネカ: “イオン性液体中で生成される高特性誘電体皮膜” (2011). 

3. スズキ株式会社: “アノード酸化皮膜の耐食性向上処理のメカニズム解明” (2011). 

4. 株式会社東芝: “高耐熱性アルミニウム陽極酸化膜の開発” (2011-2012). 

5. 株式会社栗本鐵工所: “マグネシウムアノード酸化皮膜の高特性化” (2012 -2015). 

6. 株式会社 LIXIL: “アルミニウムアノード酸化皮膜の高特性化” (2012-2013). 

7. 株式会社 UACJ: “電解コンデンサの特性向上” (2014). 

その他，共同研究 2 件 

 

<3-2> 

1. 宇部マテリアルズ株式会社: “放射性物質の回収とリン酸塩ガラス異常現象を利用した長期安定的固

定化” (2011-2015). 

2. 株式会社アテック: “放射線測定器の試作” (2012). 

 

<3-3> 

1. 日本ケミコン株式会社: “電解コンデンサの特性向上” (2011 -2015). 

2. 株式会社カネカ: “イオン性液体中で生成される高特性誘電体皮膜” (2011). 

3. スズキ株式会社: “アノード酸化皮膜の耐食性向上処理のメカニズム解明” (2011). 
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4. 株式会社東芝: “高耐熱性アルミニウム陽極酸化膜の開発” (2011-2012). 

5. 株式会社栗本鐵工所: “マグネシウムアノード酸化皮膜の高特性化” (2012 -2015). 

6. 株式会社 LIXIL: “アルミニウムアノード酸化皮膜の高特性化” (2012-2013). 

7. 株式会社 UACJ: “電解コンデンサの特性向上” (2014). 

その他，企業との共同研究契約 2 件 

大学間連携 5 件（東京大学，東北大学，岐阜大学，エアランゲン大学，オタゴ大学） 

 

<4-1> 

1. 東海産業株式会社: “NTA ガラス基礎特性の取得” (2013). 

 

<4-2> 

1. 耐圧硝子工業（株）技術研究所: “廃棄 PCB の終末処理システム構築に関わる研究”. 

2. 埼京工業（株）: “PLA/PBS 生分解性プラスチックの成形に関わる研究”. 

3. 埼京工業（株）: “ステレオコンプレックス導入生分解性プラスチックの成形に関わる研究”. 

4. 耐圧ガラス工業（株）技術研究所: “生分解性プラスチックスの分解システムの設計”. 

5. （株）共立: “有機系廃棄物のリサイクルシステム開発に関わる研究”. 
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法人番号 131017 
プロジェクト番号 S1101005 

 
 

１５ 「選定時」及び「中間評価時」に付された留意事項及び対応 

＜選定時に付された留意事項＞ 

「研究グループとしての全体的統一性に留意されたい。」 

 

＜選定時に付された留意事項への対応＞ 

全体としての統一性を構築するため、研究者間のかかわりを密にしている。対応策として、

研究責任者は必ずセミナー及び運営委員会に出席することを基本にした。これまでにセミナ

ーを開催し平均出席者数は 50 名、運営委員会は毎回ほぼ全員が出席している。また、小課

題間の共同研究もかなり進んでいることが研究成果の著者名からうかがえる。 

 

＜中間評価時」に付された留意事項＞ 

留意事項は無く、「順調に推移している」とのコメントのみであった。 

 

＜中間評価時」に付された留意事項への対応＞ 

研究の進捗状況は順調であるため、さらに高い研究成果を目指すこととした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



（様式2）

１６　施設・装置・設備・研究費の支出状況（実績概要） （千円）

※　最終年度まで実績額。

１７　施設・装置・設備の整備状況  （私学助成を受けたものはすべて記載してください。）
《施　　設》  （私学助成を受けていないものも含め、使用している施設をすべて記載してください。） （千円）

　

1997年 私学助成

※　私学助成による補助事業として行った新増築により、整備前と比較して増加した面積
㎡

法人番号 131017

369,527 184,763

補助主体

34

S1101005

内　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　訳

備　考

43,575 43,575

185,930 0

補助金額整備年度

87,150

160,162

77,093

324,405

0 0 0 0

0

0

15,059

0

0

0

41,512 35,581

53,388 106,774 0 00 0

0 0

0

43,575 43,575 0 0 0 0

0 0 0 0

8,110 6,949

0 0

9,194

21,409 42,817

6,056

13,919 27,837

6,890 8,360

15,250

0

0

87,150

41,756

15,250

0

64,226

平
成
２
７
年
度

研究施設面積 研究室 等数 使用者数

２，０７３㎡

総合研究所　アドバ
ンスマテリアルスセン
ター

150

研究費

総

額

総 計

0

138,475

平
成
２
３
年
度

施 設

装 置

装 置

施 設

施 設

装 置

研究費

設 備

事業経費施　設　の　名　称

設 備

平
成
２
４
年
度

設 備

施 設

装 置

研究費

設 備

共同研
究機関
負担

年度・区分

研究費

プロジェクト番号

寄付金 その他（　　　　　　　　　　）
受託

研究等

支出額 法　人
負　担

私　学
助　成

設 備 54,180 18,060 36,120

平
成
２
５
年
度

施 設 0

研究費 15,610 10,081 5,529

装 置 0

平
成
２
６
年
度

施 設 0

装 置 0

設 備 0 0 0

研究費 15,924 10,375 5,549
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法人番号 131017
S1101005プロジェクト番号

（千円）

ｈ

ｈ
ｈ
ｈ
ｈ
ｈ
ｈ
ｈ
ｈ

１８　研究費の支出状況研究費の支出状況 （千円）
  平成 年度 テーマ１

  平成 年度 テーマ２

TC-1200RH 1 80 私学助成12,216 8,144

学内１人　4,030研究・実験

講習会参加費・学会参加費

ア　　　ル　　　バ　　　イ　　　ト　　　関　　　係　　　支　　　出

1,635

講習会参加費・学会参加費

0

補助主体

積　　算　　内　　訳

私学助成
私学助成
私学助成

私学助成
私学助成

研究・実験用 1,029

私学助成

4,030

設 備 関 係 支 出（１個又は１組の価格が５００万円未満のもの）

自加圧式可搬容器

学内１人

研　　　究　　　ス　　　タ　　　ッ　　　フ　　　関　　　係　　　支　　　出

ポスト・ドクター 4,030

計

計

1,029

1,029

23

講習会・学会参加 47

支　出　額

研究・実験用

京都出張

主　　な　　内　　容

教　　　　育　　　　研　　　　究　　　　経　　　　費　　　　支　　　　出

液体窒素・試薬,ソフト

47
印刷製本費

9,520 私学助成
ナノサーチ顕微鏡 25年度 SFT-4500 1 39,900 26,600
酸素・窒素・水素分析装置 25年度

8,000
24年度

エコマテリアルソーラーセル測定装置 24年度 一式 1 100 30,035

1 120
23年度 LabRamHR-PL

（情報処理関係設備）

12,000

TG209F1-KG25Libra 1 14,280

32,235 21,490
9,521

6,650

20,023
24年度 Gentle Mill IV8 1 80

特注

23年度

GatanSC200 1
1

私学助成120

1 43,575

9,975100

6,347
80

100

JAMP-9500F 150
（研究装置）

《装置・設備》　（私学助成を受けていないものは、主なもののみを記載してください。）

稼働時間数装置・設備の名称 台　　数型　　番 事業経費 補助金額

87,150

計

リサーチ・アシスタント

消　耗　品　費

図　　　　書

23

教育研究経費支出

試料室付RHEED(高速電子線回折)測定ユニット

顕微PL装置

イオンシンニング装置

レーザーフラッシュ法熱定数測定装置 24年度

その他
報酬・委託料

TEM用ＣＣＤカメラ

小  科  目
主　な　使　途 金　　額

1,565

通信運搬費

研究支援推進経費

1,565

光　熱　水　費

教育研究用機器備品

人件費支出
（兼務職員）

旅費交通費

計

23

（研究設備）

整備年度

23年度

フィールドエミッションオージェマイクロプローブ

年　　　度

年　　　度 23

小  科  目 支　出　額
積　　算　　内　　訳

主　な　使　途 金　　額 主　　な　　内　　容

教　　　　育　　　　研　　　　究　　　　経　　　　費　　　　支　　　　出

消　耗　品　費 454 研究・実験 454 純ＡＩＲ、アルミパン

光　熱　水　費
通信運搬費
印刷製本費
旅費交通費
報酬・委託料 786 修理 786 レーザーフラッシュ熱定数測定装置修理

その他
計 1,240

ア　　　ル　　　バ　　　イ　　　ト　　　関　　　係　　　支　　　出

人件費支出
（兼務職員）

教育研究経費支出
計 0
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法人番号 131017
S1101005プロジェクト番号

  平成 年度 テーマ３

  平成 年度 テーマ４

設 備 関 係 支 出（１個又は１組の価格が５００万円未満のもの）

教育研究用機器備品

図　　　　書
計 0

研　　　究　　　ス　　　タ　　　ッ　　　フ　　　関　　　係　　　支　　　出

リサーチ・アシスタント

ポスト・ドクター

研究支援推進経費

計 0

年　　　度 23

小  科  目 支　出　額
積　　算　　内　　訳

主　な　使　途 金　　額 主　　な　　内　　容

教　　　　育　　　　研　　　　究　　　　経　　　　費　　　　支　　　　出

消　耗　品　費 1,911 研究・実験用 1,911 窒素ガス、試薬

光　熱　水　費
通信運搬費
印刷製本費
旅費交通費 190 学会出張 190 神戸出張、仙台出張

報酬・委託料 1,407 研究調査委託 1,407 アルミ酸化被膜のＴＥＭ観察

その他 223 223 国際電気化学会参加費、表面技術協会講演大会参加費

計 3,731

ア　　　ル　　　バ　　　イ　　　ト　　　関　　　係　　　支　　　出

人件費支出
（兼務職員）

教育研究経費支出
計 0

設 備 関 係 支 出（１個又は１組の価格が５００万円未満のもの）

教育研究用機器備品 147 研究・実験用 147 パソコン

図　　　　書
計 147

研　　　究　　　ス　　　タ　　　ッ　　　フ　　　関　　　係　　　支　　　出

リサーチ・アシスタント

ポスト・ドクター

研究支援推進経費

計 0

年　　　度 23

小  科  目 支　出　額
積　　算　　内　　訳

主　な　使　途 金　　額 主　　な　　内　　容

教　　　　育　　　　研　　　　究　　　　経　　　　費　　　　支　　　　出

消　耗　品　費 2,178 研究・実験用 2,178 アルゴンガス、ビオノーレ

光　熱　水　費
通信運搬費
印刷製本費
旅費交通費
報酬・委託料 1,072 研究・実験用 1,072 ＴＯＣ５０００修理、電子顕微鏡修理

（　　　　　　　） 63 63 電気学会

計 3,313

ア　　　ル　　　バ　　　イ　　　ト　　　関　　　係　　　支　　　出

人件費支出
（兼務職員）

教育研究経費支出
計 0

設 備 関 係 支 出（１個又は１組の価格が５００万円未満のもの）

教育研究用機器備品 124 研究・実験用 液体窒素凍結保存容器

図　　　　書
計 124

研　　　究　　　ス　　　タ　　　ッ　　　フ　　　関　　　係　　　支　　　出

リサーチ・アシスタント

ポスト・ドクター

研究支援推進経費

計 0
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法人番号 131017
S1101005プロジェクト番号

  平成 年度 テーマ１

  平成 年度 テーマ２

年　　　度 24

小  科  目 支　出　額
積　　算　　内　　訳

主　な　使　途 金　　額 主　　な　　内　　容

教　　　　育　　　　研　　　　究　　　　経　　　　費　　　　支　　　　出

消　耗　品　費 768 研究・実験用 768 アルドリッチ、銀ナノ粒子

光　熱　水　費
通信運搬費
印刷製本費
旅費交通費 296 学会参加 296 コロラド　ＷＲＥＦへの参加旅費

報酬・委託料 1,483 修理 1,483 JEM-2100透過電子顕微鏡動作確認、MBE装置修理

その他 22 22 ＷＲＥＦへの参加費

計 2,569

ア　　　ル　　　バ　　　イ　　　ト　　　関　　　係　　　支　　　出

人件費支出
（兼務職員）

教育研究経費支出
計 0

設 備 関 係 支 出（１個又は１組の価格が５００万円未満のもの）

教育研究用機器備品

図　　　　書
計 0

研　　　究　　　ス　　　タ　　　ッ　　　フ　　　関　　　係　　　支　　　出

リサーチ・アシスタント 900 研究・実験 900 学内2名
ポスト・ドクター 4,850 研究・実験 4,850 学内１名

研究支援推進経費

計 5,750 学内３名

年　　　度 24

小  科  目 支　出　額
積　　算　　内　　訳

主　な　使　途 金　　額 主　　な　　内　　容

教　　　　育　　　　研　　　　究　　　　経　　　　費　　　　支　　　　出

消　耗　品　費 104 研究・実験用 104 角形ケース、ピンセット

光　熱　水　費
通信運搬費
印刷製本費
旅費交通費
報酬・委託料 357 修理 357 Gauge Controlの修理

その他
計 461

ア　　　ル　　　バ　　　イ　　　ト　　　関　　　係　　　支　　　出

人件費支出
（兼務職員）

教育研究経費支出
計 0

設 備 関 係 支 出（１個又は１組の価格が５００万円未満のもの）

教育研究用機器備品 596 研究・実験用 596 冷却水循環装置

図　　　　書
計 596

研　　　究　　　ス　　　タ　　　ッ　　　フ　　　関　　　係　　　支　　　出

リサーチ・アシスタント

ポスト・ドクター

研究支援推進経費

計 0
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法人番号 131017
S1101005プロジェクト番号

  平成 年度 テーマ３

  平成 年度 テーマ４

年　　　度 24

小  科  目 支　出　額
積　　算　　内　　訳

主　な　使　途 金　　額 主　　な　　内　　容

教　　　　育　　　　研　　　　究　　　　経　　　　費　　　　支　　　　出

消　耗　品　費 1,154 研究・実験用 1,154 るつぼ、エタノール

光　熱　水　費
通信運搬費
印刷製本費
旅費交通費
報酬・委託料 301 修繕 301 スパッタ装置修理、

その他 94 94 軽金属学会研究発表講演会参加費

計 1,549

ア　　　ル　　　バ　　　イ　　　ト　　　関　　　係　　　支　　　出

人件費支出
（兼務職員）

教育研究経費支出
計 0

設 備 関 係 支 出（１個又は１組の価格が５００万円未満のもの）

教育研究用機器備品 1,310 研究・実験用 1,310 カラーレーザープリンター、パソコン

図　　　　書
計 1,310

研　　　究　　　ス　　　タ　　　ッ　　　フ　　　関　　　係　　　支　　　出

リサーチ・アシスタント 450 研究・実験 450 学内１名
ポスト・ドクター

研究支援推進経費

計 450 学内１名

年　　　度 24

小  科  目 支　出　額
積　　算　　内　　訳

主　な　使　途 金　　額 主　　な　　内　　容

教　　　　育　　　　研　　　　究　　　　経　　　　費　　　　支　　　　出

消　耗　品　費 822 研究・実験用 822 試薬、耐水研磨紙

光　熱　水　費
通信運搬費
印刷製本費
旅費交通費 312 学会参加 312 学会参加旅費

報酬・委託料
その他 29 学会参加 29 学会参加費

計 1,163

ア　　　ル　　　バ　　　イ　　　ト　　　関　　　係　　　支　　　出

人件費支出
（兼務職員）

教育研究経費支出
計 0

設 備 関 係 支 出（１個又は１組の価格が５００万円未満のもの）

教育研究用機器備品 1,402 研究・実験用 1,402 Q-pod水晶振動子モニター、バイオメディカルクーラー

図　　　　書
計 1,402

研　　　究　　　ス　　　タ　　　ッ　　　フ　　　関　　　係　　　支　　　出

リサーチ・アシスタント

ポスト・ドクター

研究支援推進経費

計 0
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法人番号 131017
S1101005プロジェクト番号

  平成 年度 テーマ１

  平成 年度 テーマ２

年　　　度 25

小  科  目 支　出　額
積　　算　　内　　訳

主　な　使　途 金　　額 主　　な　　内　　容

教　　　　育　　　　研　　　　究　　　　経　　　　費　　　　支　　　　出

消　耗　品　費 1,141 研究・実験用 1,141 片面バフ研磨他実験器具､窒素

光　熱　水　費
通信運搬費
印刷製本費
旅費交通費 631 学会出張 631 シンガポール・滋賀・長野学会出張

報酬・委託料 123 修理 123 ロータリーポンプ修理

その他 157 学会参加 157 ＰＤ滋賀・長野学会参加費

計 2,052

ア　　　ル　　　バ　　　イ　　　ト　　　関　　　係　　　支　　　出

人件費支出
（兼務職員）

教育研究経費支出
計 0

設 備 関 係 支 出（１個又は１組の価格が５００万円未満のもの）

教育研究用機器備品

図　　　　書
計 0

研　　　究　　　ス　　　タ　　　ッ　　　フ　　　関　　　係　　　支　　　出

リサーチ・アシスタント 1,798 研究・実験 1,798 学内4名
ポスト・ドクター 5,212 研究・実験 5,212 学内1名

研究支援推進経費

計 7,010 学内５名

年　　　度 25

小  科  目 支　出　額
積　　算　　内　　訳

主　な　使　途 金　　額 主　　な　　内　　容

教　　　　育　　　　研　　　　究　　　　経　　　　費　　　　支　　　　出

消　耗　品　費 642 研究・実験用 642 ひずみゲージ､高純度ガスＡｒ

光　熱　水　費
通信運搬費
印刷製本費
旅費交通費 55 学会出張 55 米子学会出張

報酬・委託料 57 保守 57 メッシュ交換アイオナイザーオーバーフォール

その他 8 学会参加 8 ＦＧＭｓ２０１３参加費

計 762

ア　　　ル　　　バ　　　イ　　　ト　　　関　　　係　　　支　　　出

人件費支出
（兼務職員）

教育研究経費支出
計 0

設 備 関 係 支 出（１個又は１組の価格が５００万円未満のもの）

教育研究用機器備品

図　　　　書
計 0

研　　　究　　　ス　　　タ　　　ッ　　　フ　　　関　　　係　　　支　　　出

リサーチ・アシスタント

ポスト・ドクター

研究支援推進経費

計 0
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法人番号 131017
S1101005プロジェクト番号

  平成 年度 テーマ３

  平成 年度 テーマ４

年　　　度 25

小  科  目 支　出　額
積　　算　　内　　訳

主　な　使　途 金　　額 主　　な　　内　　容

教　　　　育　　　　研　　　　究　　　　経　　　　費　　　　支　　　　出

消　耗　品　費 1,320 研究・実験用 1,320 石英反応管､コーニングガラス

光　熱　水　費
通信運搬費
印刷製本費
旅費交通費 222 学会出張 222 サンフランシスコ学会出張

報酬・委託料 1,078 保守点検 1,078 顕微PL装置（ＪＹ－５０００ＲＦ）パソコン更新･点検

その他 25 学会参加 25 軽金属学会参加費

計 2,645

ア　　　ル　　　バ　　　イ　　　ト　　　関　　　係　　　支　　　出

人件費支出
（兼務職員）

教育研究経費支出
計 0

設 備 関 係 支 出（１個又は１組の価格が５００万円未満のもの）

教育研究用機器備品 234 研究・実験 234 関数発生器付ポテンシュタット

図　　　　書
計 234

研　　　究　　　ス　　　タ　　　ッ　　　フ　　　関　　　係　　　支　　　出

リサーチ・アシスタント

ポスト・ドクター

研究支援推進経費

計 0

年　　　度 25

小  科  目 支　出　額
積　　算　　内　　訳

主　な　使　途 金　　額 主　　な　　内　　容

教　　　　育　　　　研　　　　究　　　　経　　　　費　　　　支　　　　出

消　耗　品　費 1,273 研究・実験用 1,273 ポリＬ乳酸・ＰＶＤＦバッグ､シリコン接着剤・ガス検知器

光　熱　水　費
通信運搬費 1 運搬 1 実験器具送料

印刷製本費
旅費交通費
報酬・委託料 487 研究補助、修理 487 微鏡用試料作製、Ｘ線回折装置修理

その他
計 1,761

ア　　　ル　　　バ　　　イ　　　ト　　　関　　　係　　　支　　　出

人件費支出
（兼務職員）

教育研究経費支出
計 0

設 備 関 係 支 出（１個又は１組の価格が５００万円未満のもの）

教育研究用機器備品 1,146 研究・実験 1,146 超音波ハンダ付け装置、ＴＥＭフィラメント

図　　　　書
計 1,146

研究支援推進経費

研　　　究　　　ス　　　タ　　　ッ　　　フ　　　関　　　係　　　支　　　出

リサーチ・アシスタント

計 0

ポスト・ドクター



（様式2）

法人番号 131017
S1101005プロジェクト番号

  平成 年度 テーマ１

  平成 年度 テーマ２

年　　　度 26

小  科  目 支　出　額
積　　算　　内　　訳

主　な　使　途 金　　額 主　　な　　内　　容

教　　　　育　　　　研　　　　究　　　　経　　　　費　　　　支　　　　出

消　耗　品　費 875 研究・実験用 875 シグマアルドリッチ試薬、ベタガラス

光　熱　水　費
通信運搬費
印刷製本費
旅費交通費 587 学会出張 587 シンガポール学会参加出張

報酬・委託料 663 修理 663 ＪＰＳ－９０型光電子分光装置修理

その他
計 2,125

ア　　　ル　　　バ　　　イ　　　ト　　　関　　　係　　　支　　　出

人件費支出
（兼務職員）

教育研究経費支出
計 0

設 備 関 係 支 出（１個又は１組の価格が５００万円未満のもの）

教育研究用機器備品 431 研究・実験 431 ６インチトレンチパターンウエハ､光触媒用電気化学セル・プレート電極

図　　　　書
計 431

研　　　究　　　ス　　　タ　　　ッ　　　フ　　　関　　　係　　　支　　　出

リサーチ・アシスタント 631 研究・実験 631 学内1名
ポスト・ドクター 5,493 研究・実験 5,493 学内1名

研究支援推進経費

計 6,124 学内２名

年　　　度 26

小  科  目 支　出　額
積　　算　　内　　訳

主　な　使　途 金　　額 主　　な　　内　　容

教　　　　育　　　　研　　　　究　　　　経　　　　費　　　　支　　　　出

消　耗　品　費 3 研究・実験用 3 インクカートリッジ・マーカー

光　熱　水　費
通信運搬費
印刷製本費
旅費交通費 403 学会出張 403 イタリア学会出張

報酬・委託料 395 修理 395 インピーダンスアナライザ修理、XPS Quantum修理

その他
計 801

ア　　　ル　　　バ　　　イ　　　ト　　　関　　　係　　　支　　　出

人件費支出
（兼務職員）

教育研究経費支出
計 0

設 備 関 係 支 出（１個又は１組の価格が５００万円未満のもの）

教育研究用機器備品 344 研究・実験 344 アップルノートパソコン

図　　　　書
計 344

研　　　究　　　ス　　　タ　　　ッ　　　フ　　　関　　　係　　　支　　　出

リサーチ・アシスタント

ポスト・ドクター

研究支援推進経費

計 0



（様式2）

法人番号 131017
S1101005プロジェクト番号

  平成 年度 テーマ３

  平成 年度 テーマ４

年　　　度 26

小  科  目 支　出　額
積　　算　　内　　訳

主　な　使　途 金　　額 主　　な　　内　　容

教　　　　育　　　　研　　　　究　　　　経　　　　費　　　　支　　　　出

消　耗　品　費 1,141 研究・実験用 1,141 高純度窒素ガス・水素ガス､ｲｵﾝｸﾛﾏﾄ用ｶﾗﾑ実験材料

光　熱　水　費
通信運搬費
印刷製本費
旅費交通費 642 学会出張 642 トロンハイム学会出張

報酬・委託料 66 修理 66 分光光度計修理

その他 104 学会参加 104 表面技術協会大会参加費

計 1,953

ア　　　ル　　　バ　　　イ　　　ト　　　関　　　係　　　支　　　出

人件費支出
（兼務職員）

教育研究経費支出
計 0

設 備 関 係 支 出（１個又は１組の価格が５００万円未満のもの）

教育研究用機器備品 1,066 研究・実験 1,066 過電流膜厚計､シリンジポンプ､成型ダイス

図　　　　書
計 1,066

研　　　究　　　ス　　　タ　　　ッ　　　フ　　　関　　　係　　　支　　　出

リサーチ・アシスタント

ポスト・ドクター

研究支援推進経費

計 0

年　　　度 26

小  科  目 支　出　額
積　　算　　内　　訳

主　な　使　途 金　　額 主　　な　　内　　容

教　　　　育　　　　研　　　　究　　　　経　　　　費　　　　支　　　　出

消　耗　品　費 698 研究・実験用 698 ポリＤ乳酸、プロティナーゼ

光　熱　水　費
通信運搬費
印刷製本費
旅費交通費 193 学会出張 193 長野・大阪学会出張

報酬・委託料 1,406 調整・修理 1,406 カメラ調整、オージェマイクロプローブイオン銃修理

その他 35 学会参加 35 電気学会参加費、日本真空学会参加費

計 2,332

ア　　　ル　　　バ　　　イ　　　ト　　　関　　　係　　　支　　　出

人件費支出
（兼務職員）

教育研究経費支出 507 研究補助 507 1名　時給950円

計 507

設 備 関 係 支 出（１個又は１組の価格が５００万円未満のもの）

教育研究用機器備品 241 研究・実験 241 サンプル冷却機構H309

計 241

研　　　究　　　ス　　　タ　　　ッ　　　フ　　　関　　　係　　　支　　　出

リサーチ・アシスタント

ポスト・ドクター

研究支援推進経費

計 0

図　　　　書



（様式2）

法人番号 131017
S1101005プロジェクト番号

  平成 年度 テーマ１

  平成 年度 テーマ２

年　　　度 27

小  科  目 支　出　額
積　　算　　内　　訳

主　な　使　途 金　　額 主　　な　　内　　容

教　　　　育　　　　研　　　　究　　　　経　　　　費　　　　支　　　　出

消　耗　品　費 918 研究・実験用 918 実験材料、工具

光　熱　水　費
通信運搬費
印刷製本費
旅費交通費 1,246 学会出張 1,246 シンガポール学会参加出張

報酬・委託料 1,011 修理 1,011 備品修理

その他 249 249 学会参加費

計 3,424

ア　　　ル　　　バ　　　イ　　　ト　　　関　　　係　　　支　　　出

人件費支出
（兼務職員）

教育研究経費支出
計 0

設 備 関 係 支 出（１個又は１組の価格が５００万円未満のもの）

教育研究用機器備品 395 研究・実験 395 真空ポンプ

図　　　　書
計 395

研　　　究　　　ス　　　タ　　　ッ　　　フ　　　関　　　係　　　支　　　出

リサーチ・アシスタント 409 研究・実験 409 学内１名
ポスト・ドクター

研究支援推進経費

計 409 学内１名

年　　　度 27

小  科  目 支　出　額
積　　算　　内　　訳

主　な　使　途 金　　額 主　　な　　内　　容

教　　　　育　　　　研　　　　究　　　　経　　　　費　　　　支　　　　出

消　耗　品　費 607 研究・実験用 607 実験部品

光　熱　水　費
通信運搬費
印刷製本費
旅費交通費
報酬・委託料

その他 93 93 学会参加費

計 700

ア　　　ル　　　バ　　　イ　　　ト　　　関　　　係　　　支　　　出

人件費支出
（兼務職員）

教育研究経費支出
計 0

設 備 関 係 支 出（１個又は１組の価格が５００万円未満のもの）

教育研究用機器備品

図　　　　書
計 0

研　　　究　　　ス　　　タ　　　ッ　　　フ　　　関　　　係　　　支　　　出

リサーチ・アシスタント

ポスト・ドクター

研究支援推進経費

計 0



（様式2）

法人番号 131017
S1101005プロジェクト番号

  平成 年度 テーマ３

  平成 年度 テーマ４

年　　　度 27

小  科  目 支　出　額
積　　算　　内　　訳

主　な　使　途 金　　額 主　　な　　内　　容

教　　　　育　　　　研　　　　究　　　　経　　　　費　　　　支　　　　出

消　耗　品　費 539 研究・実験用 539 窒素ガス・試薬、実験材料

光　熱　水　費
通信運搬費
印刷製本費 19 印刷費 19 ポスター印刷

旅費交通費 391 学会出張 391 学会出張

報酬・委託料
その他 241 学会参加 241 学会参加費

計 1,190

ア　　　ル　　　バ　　　イ　　　ト　　　関　　　係　　　支　　　出

人件費支出
（兼務職員）

教育研究経費支出
計 0

設 備 関 係 支 出（１個又は１組の価格が５００万円未満のもの）

教育研究用機器備品 734 研究・実験 734 ガス置換電気炉昇降式ステージ型

図　　　　書
計 734

研　　　究　　　ス　　　タ　　　ッ　　　フ　　　関　　　係　　　支　　　出

リサーチ・アシスタント

ポスト・ドクター

研究支援推進経費

計 0

年　　　度 27

小  科  目 支　出　額
積　　算　　内　　訳

主　な　使　途 金　　額 主　　な　　内　　容

教　　　　育　　　　研　　　　究　　　　経　　　　費　　　　支　　　　出

消　耗　品　費 1,391 研究・実験用 1,391 実験材料、乳酸

光　熱　水　費
通信運搬費
印刷製本費
旅費交通費 348 学会出張 348 長野・京都学会出張

報酬・委託料 346 修理 346 機器修理

その他 177 学会参加 177 電気学会参加費、表面技術大会参加費

計 2,262

ア　　　ル　　　バ　　　イ　　　ト　　　関　　　係　　　支　　　出

人件費支出
（兼務職員）

教育研究経費支出 501 研究補助 501 1名　時給1500円

計 501

設 備 関 係 支 出（１個又は１組の価格が５００万円未満のもの）

教育研究用機器備品 5,444 研究・実験 5,444 LabRAMHR用レーザー設備、超低温フリーザー

図　　　　書
計 5,444

研究支援推進経費

研　　　究　　　ス　　　タ　　　ッ　　　フ　　　関　　　係　　　支　　　出

リサーチ・アシスタント

計 0

ポスト・ドクター


	（様式）研究成果報告書概要（項目1～15）
	（様式）項目16-18　

